


最
初
に
井
戸
を
掘
っ
た
人
を
忘
れ
な
い

「
最
初
に
井
戸
を
掘
っ
た
人
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
何
事
も
最
初
に
そ
れ
を
手
掛
け
た
先
人

の
労
苦
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
私
た
ち
は
、
つ
い
「
今
の
時
代
に
合
わ

な
い
…
」
な
ど
と
、
現
在
の
視
点
や
自
ら
の
狭
い
経
験
だ
け
で
物
事
を
判
断
し
が
ち
で
す
。

平
成
27
年
（
2
0
1
5
）
3
月
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
―
長
野
間
が
開
業
し
、
新
高
岡
―
東
京
間
が
2
時
間
半
で

結
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
北
回
り
新
幹
線
の
構
想
が
語
ら
れ
て
か
ら
半
世
紀
、
地
域
発
展
へ
の
願
い
が
よ
う

や
く
実
を
結
び
、
観
光
に
、
商
工
業
に
、
新
た
な
夢
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
陰
で
J
R
城
端
線
の
存
続
を
心
配
す
る
声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
1
2
0
年
に
わ
た
り
、
と
な
み
野

の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
現
在
も
通
学
の
高
校
生
や
高
齢
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
生
活
の
足
と

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
歴
史
や
大
切
さ
が
広
く
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

こ
の
冊
子
で
は
ま
ず
、
明
治
30
年
（
1
8
9
7
）
に
開
業
し
た
中
越
鉄
道
（
現
在
の
城
端
線
）
の
初
代
社
長
、

大
矢
四
郎
兵
衛
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。
「
井
戸
」
を
掘
っ
た
大
矢
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
、
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城
端
線
は
、
ず
っ
と
、

私
た
ち
の
夢
を
乗
せ
て
き
た
。

富
山
県
西
部
、
庄
川
扇
状
地
に
広
が
る
砺
波
地
方
は
、

屋
敷
林
に
囲
ま
れ
た
農
家
が
点
在
す
る

散
居
村
景
観
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
肥
沃
な
農
地
が
広
が
る
こ
の
地
を

愛
し
て
や
ま
な
い
先
人
た
ち
が
、
古
里
の
豊
か
な
未
来
を
願
っ
て
、

明
治
30
年
（
1
8
9
7
）
に
鉄
道
を
開
通
さ
せ
ま
し
た
。

以
来
お
よ
そ
1
2
0
年
に
わ
た
り
、
多
く
の
人
た
ち
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
て
、

城
端
線
は
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

何
を
考
え
中
越
鉄
道
を
作
っ
た
の
か
、
そ
の
時
代
背
景
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
城
端
線
が
抱
え
る

課
題
と
、
な
ぜ
存
続
が
必
要
な
の
か
、
今
な
に
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
え
ま
す
。
城
端
線
に
ま
つ
わ
る

い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
も
ペ
ー
ジ
を
割
き
ま
し
た
。
地
域
の
近
代
化
に
か
か
わ
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
城
端
線
の

姿
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
取
り
上
げ
ま
す
。

城
端
線
を
ど
う
す
る
か
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
地
域
の
将
来
を
ど
う
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
地
方
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
新
し
い
考
え
方
や

方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
こ
の
冊
子
を
手
に
取
り
、
未
来
の
古
里
の
あ
り
よ
う
を
真
剣
に
考
え
、

実
際
に
行
動
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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富
山
県
内
で
最
初
に
で
き
た
鉄
道
、城
端
線

　
城
端
線
の
歴
史
は
、
明
治
30
年
（
1
8
9
7
）
に
福
野―

黒
田
（
現
・
高
岡
市

下
黒
田
）
間
で
中
越
鉄
道
が
開
通
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
日
本
で
初
め
て
鉄
道
が

走
っ
て
か
ら
わ
ず
か
25
年
後
の
こ
と
で
し
た
。
翌
31
年
（
1
8
9
8
）
に
は
高
岡―

城
端
間
が
開
通
、
滋
賀
県
の
米
原
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
北
陸
線
が
高
岡
ま

で
伸
び
、
中
越
鉄
道
に
接
続
し
ま
し
た
。
大
正
元
年
（
1
9
1
2
）
に
は
中
越
鉄
道

氷
見―

城
端
間
が
全
線
開
通
し
、
砺
波
地
方
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
北
前
船
の
寄
港
地
だ
っ
た
伏
木
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
石
灰
や
魚
肥
な
ど
を

砺
波
地
方
に
届
け
、
米
や
絹
、
綿
布
な
ど
が
全
国
各
地
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
正
11
年
（
1
9
2
2
）
に
は
石
動―

青
島
町
（
庄
川
町
）
間
に
加
越
線
が
全
線
開
通
。
砺
波
地
方
は
福
野
で

交
差
す
る
二
つ
の
鉄
道
が
東
西
南
北
に
走
る
近
代
交
通
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　
中
越
鉄
道
は
大
正
9
年
（
1
9
2
0
）
に
国
有
化
さ
れ
、
昭
和
17
年
（
1
9
4
2
）
に
は
高
岡―

城
端
間
が

城
端
線
、
高
岡―

氷
見
間
が
氷
見
線
に
改
称
。
昭
和
62
年
（
1
9
8
7
）
か
ら
J
R
西
日
本
が
経
営
し
て
い
ま
す
。

加
越
線
は
昭
和
47
年
（
1
9
7
2
）
に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

▲福野―福光間開業当時の中越鉄道 

城
端
線
に
は
ど
ん
な
歴
史
が
あ
る
の
？

豊
か
な
農
村
の
夢
を
、鉄
道
や
文
化
に
託
し
て

　
中
越
鉄
道
の
開
通
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
初
代
社
長
、
大
矢
四
郎
兵
衛
（
1
8
5
7―

1
9
3
0
）
は
、
鷹
栖

村
（
現
・
砺
波
市
鷹
栖
）
の
地
主
で
し
た
。
日
刊
新
聞
の
発
刊
、
活
版
印
刷
会
社
設
立
な
ど
、
地
域
文
化
に
も
貢
献
し

た
ほ
か
、
衆
院
議
員
、
鷹
栖
村
長
な
ど
を
務
め
る
な
ど
政
界
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。
城
端
線
の
全
通
後
、
大
矢
は
氷
見

方
面
へ
の
自
由
な
運
行
を
確
保
す
る
た
め
、
北
陸
線
を
跨
ぐ
高
架
橋
建
設
を
図
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
伏
木
港

へ
の
路
線
延
長
が
優
先
と
考
え
た
高
岡
を
中
心
と
す
る
新
経
営
陣
と
の
対
立
の
結
果
、
退
社
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
た
な
理
想
を
北
の
大
地
に
求
め
た
大
矢
は
心
機
一
転
、
北
海
道
へ
と
渡
り
、
農
場
経
営
に
乗
り
出

し
ま
し
た
。
晩
年
は
銅
山
の
煙
害
反
対
運
動
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

　
『
鷹
栖
村
史
』
に
は
、
帰
郷
し
た
と
き
の
逸
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
大
矢
翁
は
北
海
道
か
ら
帰
省
し
た

と
き
、
中
越
線
の
列
車
に
乗
っ
て
窓
か
ら
顔
を
出
し
『
お
ゝ
列
車
も
長

い
の
う
』
と
感
慨
深
く
つ
ぶ
や
い
た
。
折
か
ら
の
一
陣
の
風
が
翁
の
帽

子
を
吹
き
飛
ば
し
た
。
列
車
は
た
ゞ
ち
に
停
車
し
、
車
掌
は
帽
子
を
拾

い
う
や
う
や
し
く
さ
ゝ
げ
た
と
い
う
。
さ
も
あ
ろ
う
。
」

　
大
矢
は
、
と
な
み
野
の
偉
人
と
し
て
、
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

大
矢
四
郎
兵
衛
を
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？

チューリップ
公園に保存さ
れている中越
弁慶号 ▼
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岡
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塚

新
高
岡

林戸
出
油
田
砺
波
東
野
尻

高
儀
福
野
東
石
黒

福
光
越
中
山
田

城
端

城端線の
駅の数

利用者は
どのくらい
減ってるの?

出典:『富山県統計年鑑』ほか

（　　）高岡駅の
乗降を除く

い
ま
の
城
端
線
を
デ
ー
タ
で
見
て
み
よ
う

も
し
、
城
端
線
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

定期外 定期

高岡－城端間

29.9km
城端線の
長さ

この30年間で
約半分に減少

城端線の
利用者は

利用者の約7割が
通学の高校生
出典:城端・氷見線活性化

推進協議会資料より

1日に約6,000人 

高校生
社会人

通
学
・
通
勤
が
不
便
に
な
り
、ま
ち
の
元
気
も
な
く
な
る
！

　マ
イ
カ
ー
が
急
速
に
普
及
し
た
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
、
県
内

で
は
加
越
線
（
石
動―

庄
川
町
間
）
、
射
水
線
（
新
湊
・
新
港
東
口―

新

富
山
間
）
、
笹
津
線
（
南
富
山―

地
鉄
笹
津
間
）
な
ど
が
次
々
と
廃
線
と

な
り
、
沿
線
の
ま
ち
で
は
、
会
社
が
移
転
し
た
り
、
高
校
が
な
く
な
る
な
ど
、

地
域
の
活
力
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　も
し
、
城
端
線
が
な
く
な
っ
た
ら
、
高
校
生
は
通
学
が
困
難
に
な
り
、
中

学
生
は
自
由
に
進
路
を
選
択
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
子
育
て
世
代
が
住
ま
な

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
観
光
な
ど
地
域
の
産
業
や
経
済
に
も
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　例
え
代
替
バ
ス
が
運
行
さ
れ
た
と
し
て
も
、
目
的
地
ま
で
の
時
間
が
か
か

り
、
通
勤
通
学
も
不
便
に
な
り
ま
す
。
訪
れ
る
人
も
減
り
、
ま
ち
の
活
性
化

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ジョーたん
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町内会など
各種団体の
イベントは

城端線に乗って。

車だけに頼らない、
エコな毎日のために、
駅近くに駐車場を作って、
パーク&ライドを進めよう。

新幹線駅と
高岡駅との
アクセスを
強化しよう。

運行本数を
増やして、

もっと利用しやすく。

新幹線と城端線の
乗り換えをしやすく

しよう。

北陸と
飛騨・中京・関東を結ぶ
大周遊コースの起点に。

みんなで乗ろう。
高校生中心から
市民みんなが

活用する城端線に。
氷見線との直通化や
万葉線との接続、
電化など、

未来の夢を語ろう。
スタンプラリーなど
楽しいイベントを
企画しよう。

駅や列車を
きれいに。
美化に

協力しよう。

　平
成
27
年
（
2
0
1
5
）
3
月
、
北
陸
新
幹
線
金
沢

―

長
野
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
城
端
線
は
、
新
幹
線
か

ら
砺
波
地
方
へ
と
向
か
う
二
次
交
通
と
し
て
重
要
な
役

割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
通
勤
通
学
の
利
便
性
向
上
へ
増

便
試
行
も
行
わ
れ
ま
す
が
、
北
陸
線
の
第
三
セ
ク
タ
ー

化
に
よ
る
料
金
ア
ッ
プ
、
新
幹
線
新
駅
で
の
接
続
待
ち

な
ど
で
、
利
用
す
る
区
間
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
今

よ
り
も
不
便
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　沿
線
の
多
く
の
み
な
さ
ん
の
通
勤
、
通
学
、
通
院
、

買
物
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
城
端

線
。
ま
ち
と
ま
ち
を
結
び
、
ま
ち
と
人
の
元
気
を
つ
く

る
城
端
線
。
こ
の
大
切
な
財
産
を
み
ん
な
で
守
り
継
い

で
い
く
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
も
の
で
す
。

城
端
線
の
未
来
を
、
み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
！

あ
し
た
に
つ
な
ぐ
、
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

すでに、いろいろなアイデアが出されています。
あなたが利用したくなる城端線について、
いっしょに考えてみませんか。

自転車も載せて、
駅からスイスイと。

快適でおしゃれな
新車両を導入しよう。

みんなでできることみんなでできること

JRにお願いしたいことJRにお願いしたいこと

行政とともに実現したいこと行政とともに実現したいこと

情報発信の拠点にしよう。
駅の観光案内所などの

充実へ。
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13

1. 大矢の伝説

12

回
し
で
す
が
、
『
鷹
栖
村
史
』
に
従
い
ま
す
）
と
呼

ば
れ
な
が
ら
、
沿
線
の
有
力
者
を
説
得
。
大
洪
水
に

見
舞
わ
れ
た
う
え
、
失
業
を
心
配
し
た
荷
負
業
者
や

馬
車
曳
き
の
襲
撃
に
遭
っ
た
り
し
な
が
ら
、
県
内
初

の
鉄
道
、
中
越
鉄
道
を
開
通
さ
せ
ま
し
た
。
日
本
海

側
の
民
営
鉄
道
の
さ
き
が
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
工
事

費
と
乗
客
不
足
に
経
営
は
火
の
車
。
私
財
を
売
り
払

い
、
つ
い
に
は
初
代
社
長
の
椅
子
を
捨
て
て
北
海
道

へ
渡
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
の

は
、
北
海
道
か
ら
帰
郷
し
た
と
き
の
お
話
で
す
。

大
矢
は
江
戸
時
代
の
終
わ
り
、
安
政
4
年

（
1
8
5
7
）
に
、
石
高
（
米
の
取
れ
る
量
）
で
は

加
賀
藩
一
の
大
村
と
い
わ
れ
た
鷹
栖
村
の
地
主
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る

山田川鉄橋を渡る中越鉄道の列車（明治30年8月）

１
．
大
矢
の
伝
説 

多
分
、
明
治
の
終
わ
り
か
、
大
正
時
代
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
中
越
鉄
道
（
現
在
の
城
端
線
）
の
列
車
に
乗
っ
て
い

た
初
老
の
紳
士
の
帽
子
が
、
折
か
ら
の
強
い
風
で
窓
の
外
へ
飛
ば
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
な
ら
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
ち
ょ
っ
と
粗
忽
な
お
話
で
し
ょ
う
が
、
な
ん
と
列
車
は
急
停
車
し
、
車
掌
が

飛
び
降
り
て
帽
子
を
拾
う
や
、
う
や
う
や
し
く
こ
の
紳
士
に
差
し
出
し
た
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
紳
士
、
大
矢
四
郎
兵
衛
が
こ
の
物
語
の
主
人
公
で
す
。
今
で
こ
そ
知
る
人
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
砺
波

地
方
の
ち
ょ
っ
と
年
配
の
人
で
あ
れ
ば
、
小
さ
い
こ
ろ
、
よ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。
「
城
端
線
の
汽
笛
は
、
大

矢
さ
ん
が
泣
い
て
通
ら
れ
る
の
だ
」
と
。
鉄
道
建
設
に
命
を
賭
け
、
先
祖
伝
来
の
田
地
田
畑
を
は
じ
め
全
財
産
を
投

げ
出
し
て
、
最
後
は
北
海
道
に
渡
っ
た
と
い
わ
れ
る
郷
土
の
偉
人
で
す
。

大
矢
が
生
ま
れ
育
っ
た
鷹
栖
村
（
現
・
砺
波
市
鷹
栖
）
で
昭
和
37
年
（
1
9
6
2
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
鷹
栖
村

史
』
に
は
、
郷
土
開
発
の
功
労
者
と
し
て
紹
介
す
る
中
で
、
帽
子
の
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
砺
波
の
ま
ち
ま
ち
と
高
岡
市
、
さ
ら
に
伏
木
港
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設
計
画
を
思
い
立
っ
た
の
は
明

治
25
年
（
1
8
9
2
）
の
こ
と
。
当
時
、
北
陸
に
は
関
西
方
面
か
ら
敦
賀
ま
で
官
営
鉄
道
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
奇
想

天
外
な
夢
物
語
だ
と
誰
も
耳
を
貸
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
“
鉄
道
気
違
い
”
（
現
在
で
は
使
わ
れ
な
い
差
別
的
な
言
い
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1. 大矢の伝説

２
．
日
本
の
鉄
道

日
本
で
初
め
て
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
明
治
5
年
（
1
8
7
2
）
。
東
京
・
新
橋
―
横
浜
間
に
お
目
見
え
し
た

「
陸
蒸
気
」
の
力
強
い
姿
が
、
人
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
自
動
車
や
飛
行
機
が
普
及
し
て
い
る
現
代
と
は
違
い
、
歩

い
た
り
人
力
車
に
乗
っ
た
り
、
せ
い
ぜ
い
馬
車
ぐ
ら
い
が
最
速
の
交
通
機
関
だ
っ
た
時
代
、
各
地
で
鉄
道
待
望
論
が

高
ま
り
ま
す
。
政
府
も
重
要
政
策
に
取
り
上
げ
ま
す
が
、
財
政
ひ
っ
迫
で
国
費
に
よ
る
建
設
が
ま
ま
な
ら
ず
、
民
間

資
本
に
よ
る
整
備
を
振
興
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
空
前
の
鉄
道
建
設
ブ
ー
ム
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
北
陸
地
方
で

は
官
設
の
北
陸
線
が
で
き
る
ま
で
な
か
な
か
建
設
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
富
山
県
内
だ
け
は
経
済
先
進
地
だ
っ

た
砺
波
地
方
で
中
越
鉄
道
が
産
声
を
上
げ
た
の
で
す
。

当
時
の
鉄
道
は
国
防
上
、
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
日
本
に
と
っ
て
の
脅
威
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
ロ
シ
ア
の
南
下
で
し
た
。
ロ
シ
ア
と
日
本
の
間
に
位
置
す
る
朝
鮮
で
は
、
重
税
や
高
級
官
僚
の
腐
敗
な
ど
で
民

衆
の
不
満
が
高
ま
り
、
農
民
の
武
力
蜂
起
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
混
乱
に
乗
じ
て
ロ
シ
ア
が
進
出
し
て
く
れ
ば
、
日

本
は
そ
の
脅
威
に
直
接
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

朝
鮮
は
宗
主
国
だ
っ
た
清
に
出
兵
を
要
請
、
日
本
も
居
留
民
保
護
な
ど
を
目
的
に
軍
隊
を
送
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
明
治
27
年
（
1
8
9
4
）
に
、
日
清
両
軍
が
衝
突
し
て
起
き
た
の
が
日
清
戦
争
で
す
。

黒
船
の
来
航
で
、
日
本
中
が
揺
れ
て
い
た
こ
ろ
で
す
。
11
年
後
の
明
治
維
新
で
、
長
く
鎖
国
を
続
け
て
い
た
日
本

は
、
武
士
の
世
の
中
に
別
れ
を
告
げ
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
近
代
国
家
の
仲
間
入
り
を
目
指
し
て
、
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。

産
業
革
命
を
経
た
欧
州
列
強
は
次
々
と
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
に
植
民
地
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代

の
荒
波
の
中
で
国
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
産
業
を
起
こ
し
軍
備
を
整
え
る
富
国
強
兵
策
が
急
務
で
し
た
。
海
外
の
最

新
技
術
や
社
会
制
度
が
次
々
と
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

大
矢
も
そ
の
よ
う
な
時
代
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
ん
で
育
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
早
く
に
父
と
兄
を
亡
く

し
ま
し
た
が
、
地
域
の
指
導
者
と
し
て
周
囲
か
ら
大
き
な
期
待
を
受
け
る
人
物
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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大
矢
は
明
治
17
年
（
1
8
8
4
）
、
砺
波
郡
町
村
連
合
会
議
員
に
当
選
。
明
治
18
年
（
1
8
8
5
）
に
は
28
歳
の

若
さ
で
県
議
会
議
員
に
当
選
し
、
県
西
部
の
改
進
党
の
代
表
的
人
物
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
金
沢
か
ら
職
人
を
招
い

て
設
け
た
砺
波
活
版
所
で
、
改
進
党
の
機
関
紙
、
『
北
辰
雑
誌
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

明
治
27
年
（
1
8
9
4
）
、
鷹
栖
村
長
に
選
出
さ
れ
、
明
治
28
年
（
1
8
9
5
）
に
は
県
議
会
議
長
に
就
任
。
明

治
31
年
（
1
8
9
8
）
、
衆
院
議
員
に
当
選
し
、
明
治
36
年
（
1
9
0
3
）
ま
で
務
め
ま
す
。
大
矢
は
地
域
発
展
に

さ
ま
ざ
ま
な
構
想
を
描
き
ま
し
た
。
実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
庄
川
の
水
を
井
波
ま
で
引
き
、
発
電
と
農
地

開
拓
を
行
う
計
画
ま
で
立
て
て
い
ま
し
た
。
蒔
絵
職
人
を
招
い
た
技
術
伝
承
所
や
銀
行
を
作
り
、
旧
制
砺
波
中
学

（
現
・
砺
波
高
校
）
の
誘
致
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
小
作
人
の
権
利
向
上
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
、
県
内
に
も
鉄
道
建
設
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
大
矢
は
、
改
進
党
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
だ
っ

た
中
田
町
（
現
・
高
岡
市
）
の
島
田
孝
之
や
、
土
木
技
師
の
吉
田
茂
勝
ら
と
知
り
合
い
、
鉄
道
事
業
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
き
ま
し
た
。
吉
田
茂
勝
に
つ
い
て
は
富
山
市
出
身
（
旧
富
山
藩
士
吉
田
茂
尚
の
子
息
、
明
治
35
年
没
）
で

あ
る
こ
と
以
外
、
詳
し
い
人
と
な
り
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
の
土
木
技
師
を
務
め
た
ほ
か
、
明
治
中
期
の
大

土
木
事
業
で
あ
る
琵
琶
湖
疏
水
の
工
事
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
吉
田
の
発
案
に
、
後
に
衆
院
議
員
に
な
る
島
田
孝
之

日
本
は
朝
鮮
に
軍
隊
や
武
器
弾
薬
な
ど
を
速
や
か
に
送
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
活
躍
し
た
の
が
鉄
道
で

す
。
こ
の
こ
ろ
、
東
京
を
起
点
と
す
る
鉄
道
網
の
西
端
が
広
島
で
し
た
。
広
島
に
は
大
型
船
が
入
港
で
き
る
宇
品
港

が
あ
り
、
こ
こ
に
日
本
軍
の
最
高
司
令
部
、
大
本
営
が
置
か
れ
、
明
治
天
皇
が
直
接
出
向
い
て
指
揮
を
執
り
ま

し
た
。
日
本
は
こ
の
戦
争
に
勝
利
し
、
大
陸
進
出
の
足
が
か
り
を
獲
得
し
ま
す
が
、
満
州
に
は
ロ
シ
ア
が
進
出
し
て

き
ま
す
。

大
陸
の
鉄
道
網
は
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
旅
順
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

続
く
日
露
戦
争
で
は
、
日
本
国
内
の
鉄
道
網
も
長
崎
県
の
佐
世
保
ま
で
伸
び
、
兵
員
や
物
資
輸
送
に
大
活
躍
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
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こ
の
地
域
の
豊
か
さ
、
難
し
い
言
い
方
を
す
れ
ば
、

資
本
の
蓄
積
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
い
く
ら
「
地
域
を
発
展
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
事

業
」
と
訴
え
て
も
、
民
間
の
事
業
で
す
か
ら
地
域
の

人
た
ち
か
ら
お
金
を
集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
地
域
に
は
出
資
に
応
じ
ら
れ
る
だ
け
の
財
力
の

あ
る
人
が
多
く
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
明
治
時
代
は
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
息

苦
し
い
幕
藩
政
治
か
ら
解
放
さ
れ
た
農
村
地
主
た
ち

は
、
酒
造
、
紡
績
、
金
融
な
ど
次
々
と
新
規
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
多
く
は
失
敗
す
る
の
で

す
が
、
大
矢
の
印
刷
所
開
設
や
銀
行
は
大
き
な
成

功
を
収
め
、
地
域
の
発
展
に
貴
重
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
、
島
田
孝
之
や

「
萩
原
村
長
」

　

砺
波
地
方
の
小
作
人
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
点
の
も
う
ひ

と
つ
は
、
慣
行
永
小
作
権
で
す
。

　

当
時
は
、
ど
こ
の
村
で
も
地
主
が
小
作
人
か
ら
土
地

を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
砺
波
地
方
で

は
小
作
権
が
小
作
人
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
、
換
金

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
特
に
鷹
栖
村
で
は
、
萩
原

正ま
さ

清き
よ

が
中
心
と
な
っ
て
小
作
人
組
合
を
作
り
、
権
利
向

上
の
運
動
を
続
け
ま
し
た
。
萩
原
は
大
変
立
派
な
人
物

と
し
て
知
ら
れ
、
村
議
会
議
員
、
郡
会
議
員
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
村
長
に
就
任
、
大
矢
が
自
分
の

後
任
に
推
薦
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
主
が
小

作
人
組
合
の
代
表
を
村
長
に
す
る
な
ど
、
な
か
な
か
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

ら
が
賛
同
し
、
大
矢
を
説
得
し
ま
し
た
。
「
砺
波
地

方
、
高
岡
市
を
、
北
前
船
の
寄
港
地
、
伏
木
港
と
結

び
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
産
物
を
全
国
に
届
け
れ

ば
、
古
里
は
大
き
く
発
展
す
る
」
。
大
矢
も
こ
う

考
え
、
中
越
鉄
道
の
初
代
社
長
を
務
め
る
決
意
を

固
め
ま
し
た
。

庄
川
の
扇
状
地
で
あ
る
砺
波
平
野
は
古
く
か
ら
豊

か
な
農
村
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
奈
良
時
代
の
豪

族
、
利と

な
み
の
お
み
し
る
し

波
臣
志
留
志
は
奈
良
東
大
寺
の
大
仏
建
立
の

際
、
米
3
0
0
0
石
を
送
り
、
貴
族
の
位
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
中
世
に
は
徳
大
寺
家
の
荘
園
が
い
く
つ

も
置
か
れ
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
は
、
加
賀
藩
が
庄

川
の
治
水
事
業
を
行
い
、
加
賀
百
万
石
の
米
倉
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
の
発
展
を
と
げ
ま
す
。

砺
波
地
方
の
人
々
が
、
全
国
に
先
駆
け
て
鉄
道
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
理
由
の
一
つ
に
は
、

「
ケ
ッ
ト
」

　

砺
波
地
方
の
小
作
人
は
他
の
地
域
に
比
べ
、
優
遇
さ

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
分
与
米
で
す
。

分
与
米
と
は
明
治
の
地
租
改
正
で
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
の
に
合
わ
せ
、
小
作
人
の
年
貢
も
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
を
い
う
も
の
で
、『
鷹
栖
村
史
』
に
は
こ
の
分
与
米
に
つ

い
て
、
大
矢
の
人
柄
を
表
す
逸
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
と
き
、
近
郷
の
地
主
た
ち
が
、
分
与
米
を
や
め
よ

う
と
話
し
合
っ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
大
矢
が
顔
を
出
し
ま

し
た
。「
小
作
人
が
ケ
ッ
ト
（
毛
布
）
を
着
る
や
ら
、
木
綿

鼻
緒
の
下
駄
を
履
く
や
ら
、
ぜ
い
た
く
な
暮
ら
し
を
し
て

い
る
」
と
い
う
地
主
た
ち
に
、「
小
作
人
の
生
活
が
よ
く
な
っ

た
の
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
。
逆
に
生
活
苦
を
訴
え
ら
れ
て
は

困
る
で
し
ょ
う
」
と
諭
し
、話
は
立
ち
消
え
と
な
り
ま
し
た
。

村
人
た
ち
は
「
大
矢
様
の
た
め
な
ら
身
命
を
も
顧
み
な
い
」

と
大
喜
び
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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城
端
線
を
走
り
続
け
た
Ｃ
11

高
岡
古
城
公
園
の
市
民
体
育
館
の
脇
に
、
１
両
の
蒸

気
機
関
車
が
静
か
に
余
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
16

年
（
1
9
4
1
）
に
製
造
さ
れ
、
岐
阜
県
を
中
心
に
約

1
0
0
万
㌔
を
走
行
。
昭
和
43
年
（
1
9
6
8
）
８
月
か
ら

は
１
年
余
り
城
端
線
、
氷
見
線
で
活
躍
し
、
高
岡
市
に
譲
渡

さ
れ
ま
し
た
。
高
岡
駅

か
ら
古
城
公
園
ま
で
わ

ず
か
8
0
0
㍍
の
距
離

を
、
1
2
0
万
円
か
け

超
大
型
ク
レ
ー
ン
で
吊

り
上
げ
る
な
ど
し
て
運

ば
れ
ま
し
た
。

当
初
、
周
り
に
は
柵

が
設
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
「
普
段
入
れ
な
い

運
転
室
も
見
て
み
た

い
」
と
の
声
に
応
え
て

階
段
が
設
置
さ
れ
、
現

在
に
到
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
51 

北
海
道
か
ら
福
光
へ

南
砺
市
に
あ
る
福
光
公

園
の
一
角
に
、
蒸
気
機
関

車
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
14
年
（
1
9
3
9
）

に
製
造
さ
れ
、
昭
和
51
年

（
1
9
7
6
）
３
月
ま
で

埼
玉
、
茨
城
、
福
島
、
北

海
道
で
活
躍
。
2
6
0
万

㌔
を
走
っ
た
後
、
い
っ
た

ん
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、

旧
福
光
町
の
元
国
鉄
職
員

ら
で
作
る
福
光
町
鉄
友
会
な
ど
の
働
き
掛
け
で
、
昭
和
52
年

（
1
9
7
7
）
12
月
、
福
光
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

重
さ
が
78
㌧
も
あ
る
た
め
、
道
路
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
鉄

板
を
敷
い
て
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
に
載
せ
る
な
ど
し
て
、
２
日

が
か
り
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

運
搬
に
先
立
ち
、
愛
好
家
に
人
気
の
車
体
番
号
板
だ
け
が

一
足
早
く
７
月
に
福
光
町
役
場
へ
送
ら
れ
、
盗
難
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
と
、
図
書
館
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
ま
し
た
。

２両の蒸気機関車（SL）

吉
田
茂
勝
に
出
会
い
ま
す
。
「
天
の
時
」
「
地
の
利
」

「
人
の
和
」
、
ま
さ
に
「
天
地
人
」
を
得
て
、
中
越
鉄

道
の
建
設
が
成
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
時
の
文
書
な
ど
に
よ
る
と
、
島
田
孝
之
、
吉
田
茂

勝
が
、
福
光
町
の
有
力
者
、
谷
村
友
吉
ら
射
水
、
砺
波

地
方
の
有
力
者
に
鉄
道
敷
設
を
働
き
掛
け
た
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
建
設
に
つ
い
て
大
矢
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
消
極
的
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

砺
波
地
方
の
改
進
党
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
こ
と
な
ど

で
、
次
第
に
社
長
へ
押
し
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

「
中
越
弁
慶
号
」（
砺
波
市
指
定
文
化
財
）

　

中
越
鉄
道
が
開
業
当
初

使
っ
て
い
た
蒸
気
機
関

車
「
中
越
弁
慶
号
」
が
今

も
砺
波
市
の
砺
波
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
公
園
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
明
治
29
年

（
1
8
9
6
）、
英
ナ
ス
ミ

ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
社
製
で
、

当
時
、
同
じ
機
関
車
が
3

両
、
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
30
年
（
1
8
9
7
）
か
ら
大

正
13
年
（
1
9
2
4
）
ま
で
活
躍
。
そ
の
後
、
新
潟
県
の
電

気
化
学
工
業
青
梅
工
場
で
石
灰
岩
の
運
搬
に
使
わ
れ
、
昭
和

40
年
（
1
9
6
5
）
に
砺
波
市
が
譲
り
受
け
ま
し
た
。

　

明
治
期
の
機
関
車
で
現
存
す
る
も
の
は
全
国
で
も
少
な
く
、

交
通
史
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
近
代
化
遺
産
で
す
。
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し
た
。
明
治
33
年
（
1
9
0
0
）
に
は
伏
木
ま
で
延
伸
。
大
正
元
年
（
1
9
1
2
）
に
は
氷
見
―
城
端
間
が

全
線
開
通
し
、
北
前
船
の
寄
港
地
だ
っ
た
伏
木
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
石
灰
や
魚
肥
な
ど
を
砺
波
地
方
に
届
け
、

米
や
絹
、
綿
布
な
ど
が
全
国
各
地
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
3
年
（
1
9
1
4
）
に
は
島
尾
海
水
温
浴
場
が

作
ら
れ
、
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

大
正
11
年
（
1
9
2
2
）
に
は
石
動
―
青
島
町
（
庄
川
町
）
間
に
加
越
鉄
道
（
後
の
加
越
能
鉄
道
加
越
線
）
が
全

線
開
通
。
砺
波
地
方
は
福
野
で
交
差
す
る
二
つ
の
鉄
道
が
東
西
南
北
に
走
る
近
代
交
通
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

当
時
の
大
矢
を
描
い
た
文
章
の
中
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
会
社
運
営
に
心
血
を
注
ぎ
、
つ
い
に
先
祖
伝

来
の
田
畑
を
全
て
売
り
払
い
、
北
海
道
へ
渡
る
様
子
が
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

株
主
た
ち
の
暗
い
予
感
は
的
中
し
た
。
小
矢
部
川
鉄
橋
の
架
橋
工
事
は
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
上
物
価
、

労
賃
、
運
搬
費
は
上
昇
し
建
設
費
は
不
足
す
る
ば
か
り
で
、
翁
は
じ
っ
と
し
て
お
れ
ず
、
工
事
小
屋
で
握
り
飯
を

ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
工
事
関
係
者
を
督
励
し
て
あ
ら
ゆ
る
困
難
と
戦
い
な
が
ら
伏
木
ま
で
の
延
長
工
事
を
成
就

し
た
。
（
略
）

会
社
の
経
営
が
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
た
結
果
、
五
十
円
の
株
式
は
次
第
に
下
降
線
を
辿
り
遂
に
時
価
十
六
円
ま

で
下
落
し
て
し
ま
っ
た
。

茲こ
こ

に
お
い
て
大
矢
社
長
の
心
境
は
、
誠
に
不
安
な
も
の
が
あ
っ
た
。
な
ん
と
か
打
開
策
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

４
．
苦
難
を
乗
り
越
え

い
っ
た
ん
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
、
大
矢
は
鉄
道
建
設
に
向
け
懸
命
な
努
力
を
し
ま
す
。
明
治
27
年

（
1
8
9
4
）
に
城
端
―
高
岡
間
の
鉄
道
建
設
免
許
を
受
け
、
翌
年
の
明
治
28
年
（
1
8
9
5
）
に
会
社
設
立
、
社

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
資
本
金
は
35
万
円
（
株
式
数
は
7
0
0
0
株
）
で
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
小
学
校
の
先
生
や
警

察
官
の
初
任
給
は
８
～
9
円
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
物
価
が
2
万
倍
に
上
が
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
現
在
の
額

に
し
て
70
億
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

大
株
主
の
6
割
が
砺
波
地
方
在
住
で
、
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
富
山
出
身
の
金
融
王
、
安
田
善
次
郎
一
族
ら
東
京

在
住
の
資
本
家
で
し
た
。
こ
の
鉄
道
が
砺
波
地
方
の
農
産
物
を
高
岡
・
伏
木
港
か
ら
、
全
国
市
場
へ
運
ぼ
う
と
い
う

狙
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

明
治
29
年
（
1
8
9
6
）
6
月
に
い
よ
い
よ
工
事
を
開
始
、
さ
ら
に
高
岡
―
伏
木
間
の
免
許
も
取
得
し
ま
し
た
。

庄
川
の
大
洪
水
で
終
点
の
高
岡
駅
を
少
し
手
前
の
黒
田
仮
停
車
場
に
移
す
な
ど
し
て
、
明
治
30
年
（
1
8
9
7
）
5

月
に
福
野
―
黒
田
間
で
営
業
を
開
始
。
県
内
で
初
め
て
、
日
本
海
側
で
初
の
民
営
鉄
道
と
し
て
、
汽
笛
が
鳴
り
響
か

せ
ま
し
た
。
翌
31
年
（
1
8
9
8
）
1
月
に
は
念
願
の
城
端
―
高
岡
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

西
か
ら
伸
び
て
き
た
官
営
の
北
陸
線
が
高
岡
ま
で
通
じ
た
の
は
こ
の
年
の
11
月
。
中
越
鉄
道
と
接
続
さ
れ
ま
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５
．
と
な
み
野
の
交
通
新
時
代

中
越
鉄
道
の
成
功
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
砺
波
地
方
で
は
路
線
か
ら
外
れ
た
津
沢
、
井
波
、
庄
川
な
ど
で
新
た

な
鉄
道
建
設
の
声
が
上
が
り
ま
す
。
福
光
で
も
金
沢
と
直
接
結
ぶ
路
線
の
計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が

い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
の
が
後
の
加
越
線
で
す
。

明
治
45
年
（
1
9
1
2
）
ご
ろ
、
青
島
村
（
現
・
砺
波
市
庄
川
町
）
の
木
材
業
者
、
平
野
増
吉
ら
が
庄
川
の
流
送

で
飛
騨
地
方
か
ら
送
ら
れ
る
木
材
を
中
越
鉄
道
に
載
せ
よ
う
と
、
青
島
村
か
ら
中
越
鉄
道
福
野
駅
ま
で
を
結
ぶ
鉄
道

を
計
画
。
こ
れ
と
は
別
に
、
砺
波
地
方
か
ら
金
沢
を
結
ぼ
う
と
考
え
た
津
沢
町
（
現
・
小
矢
部
市
）
有
志
の
計
画
が

一
体
と
な
り
、
青
島
村
か
ら
井
波
、
福
野
、
津
沢
を
経
由
し
て
、
現
在
の
小
矢
部
市
内
で
北
陸
線
に
接
続
す
る
鉄
道

計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

大
正
元
年
（
1
9
1
2
）
、
建
設
免
許
を
取
得
し
、
砺
波
鉄
道
を
設
立
。
大
正
2
年
（
1
9
1
3
）
に
青
島
村
か

ら
着
工
し
ま
し
た
。
途
中
、
福
野
ま
で
で
工
事
を
打
ち
切
ろ
う
と
い
う
意
見
が
出
る
な
ど
内
部
対
立
が
表
面
化
。
さ

ら
に
、
乱
脈
経
理
な
ど
で
工
事
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
金
沢
と
福
野
を
結
ぶ
鉄
道
を
計
画
し
て
い
た
金
福
鉄
道
を
合
併

し
て
加
越
鉄
道
を
設
立
、
大
正
11
年
（
1
9
2
2
）
に
よ
う
や
く
青
島
町
―
石
動
間
の
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
砺
波
地
方
は
、
東
西
、
南
北
の
２
本
の
鉄
道
が
ま
さ
に
縦
横
に
走
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
中
越

「
伏
木
線
を
無
理
に
強
行
し
た
の
は
、
自
分
の
責
任
で
あ
る
。
他
人
の
力
な
ど
頼
っ
て
い
る
と
き
で
は
な
い
」
と

考
え
て
、
社
長
は
株
価
の
暴
落
を
防
ぐ
た
め
、
盛
ん
に
買
収
を
試
み
た
。
債
権
者
達
は
何
ん
と
言
っ
て
も
承
諾
せ

ず
強
く
返
済
を
迫
っ
て
き
た
。
「
し
ば
ら
く
待
っ
て
下
さ
い
。
中
越
鉄
道
の
将
来
は
有
望
で
あ
る
。
必
ず
時
期
が

く
れ
ば
好
転
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
」
と
説
得
し
て
廻
っ
た
が
誰
も
信
用
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
大
矢
社

長
は
最
後
の
手
段
に
訴
え
た
。

（
喜
多
文
一
郎
『
祖
父　

大
矢
四
郎
兵
衛
を
偲
ぶ
』
よ
り
）

大
矢
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
、
政
治
活

動
な
ど
に
専
念
。
富
山
日
報
社
長
、

衆
院
議
員
な
ど
を
経
て
、
明
治
37
年

（
1
9
0
4
）
ご
ろ
、
北
海
道
に
渡

り
、
小
樽
近
郊
の
小
沢
村
（
現
共
和

町
）
で
農
場
経
営
を
始
め
ま
す
。

砺波―油田駅間を走るC11型蒸気機関車（昭和44年3月）
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こ
れ
が
交
通
機
関
の
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
は

同
じ
よ
う
に
農
作
業
で
も
、
若
夫
婦
は
都
会
へ
出
稼
ぎ
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
勉
強
が
好

き
な
子
供
た
ち
も
、
下
宿
し
て
ま
で
農
学
校
や
中
学
校
に
進
む
の
は
大
変
で
し
ょ
う
。
砺
波
地
方
は
本
当
に
恵
ま
れ

て
い
た
の
で
す
。

昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
、
庄
川
に
小
牧
ダ
ム
が
完
成
し
ま
す
。
「
東
洋

一
」
と
謳
わ
れ
た
こ
の
ダ
ム
の
湖
水
は
、
庄
川
峡
を
一
大
観
光
地
に
し
ま

す
。
加
越
線
の
終
点
、
青
島
町
か
ら
小
牧
ダ
ム
ま
で
ダ
ム
の
建
設
資
材
を
運

搬
し
た
工
事
専
用
軌
道
は
、
昭
和
13
年
（
1
9
3
8
）
ま
で
観
光
鉄
道
と
し

て
も
利
用
さ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
の
遺
徳
を
偲
ぶ
井
波
町
瑞
泉
寺
の
太
子
伝
会
、
越
中
一
宮
高
瀬

神
社
へ
の
初
詣
な
ど
に
は
、
中
越
線
か
ら
列
車
が
乗
り
入
れ
、
満
員
の
参
拝

客
を
運
び
ま
し
た
。

日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
に
は
、
多
く
の
出
征
兵
士
が
戦
地
へ

送
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
中
越
線
は
昭
和
17
年
（
1
9
4
2
）
、
名
称
が

城
端
線
、
氷
見
線
及
び
新
湊
線
（
能
町
―
新
湊
間
、
大
正
7
年
開
業
）
に

変
わ
り
ま
し
た
。

女子高生であふれた加越線の津沢駅前（昭和47年9月）

鉄
道
は
加
越
線
の
全
線
開
通
に
先
立
つ
大
正
9
年
（
1
9
2
0
）
に
国
有
化

さ
れ
て
中
越
線
と
な
り
、
経
営
基
盤
は
よ
り
強
固
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

城
端
の
繊
維
、
福
光
の
木
工
、
福
野
の
機
械
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し

い
産
業
が
興
り
、
こ
れ
ら
の
工
場
へ
地
域
の
ど
こ
か
ら
で
も
通
勤
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
福
野
農
学
校
（
現
・
南
砺
福
野
高

校
）
、
砺
波
中
学
（
現
・
砺
波
高
校
）
に
も
通
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
多
く
の
学
究
が
全
国
へ
巣
立
っ
て
い
っ
た
ほ
か
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
も
多
く
い
ま
し
た
。

さ
て
、
地
方
に
あ
っ
て
通
勤
、
通
学
の
便
が
よ
い
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
砺
波
地
方
に
よ
く
あ
っ
た
三
世
代
同

居
の
家
庭
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
は
田
ん

ぼ
と
畑
、
孫
の
世
話
。
若
夫
婦
は
と
も
に
工
場
勤
め
、
そ
し
て
、
子
供
た

ち
は
そ
れ
ほ
ど
お
金
を
か
け
ず
に
農
学
校
や
中
学
校
に
進
む
こ
と
で
き
ま

す
。
世
帯
の
収
入
は
多
く
、
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
る
と
あ
れ
ば
、
そ
の

子
供
た
ち
も
ま
た
希
望
の
職
に
就
き
、
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

現在の南砺市寺家で中越鉄道を高架で越える加越線。高架は廃線後もサイクリングロードとして利用されている
（大正11年7月）
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６
．
鉄
道
受
難
の
時
代

戦
後
の
混
乱
期
、
城
端
線
は
黙
々
と
人
や
物
資
を
運
び
続
け
ま
し
た
。
世
の
中
が
少
し
落
ち
着
き
だ
し
た
昭
和
20

年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
、
再
び
鉄
道
建
設
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
す
。

電
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
北
陸
線
に
代
わ
り
、
富
山
―
金
沢
間
を
太
閤
山
、
中
田
、
出
町
、
津
沢
な
ど
を
経
由
し

て
結
ぶ
高
速
電
気
鉄
道
、
太
閤
山
か
ら
高
岡
を
通
っ
て
氷
見
、
七
尾
を
結
ぶ
路
線
な
ど
、
新
線
建
設
の
計
画
が
次
々

と
打
ち
出
さ
れ
ま
す
。
実
際
に
富
山
―
金
沢
間
の
高
速
電
気
鉄
道
は
昭
和
35
年
（
1
9
6
0
）
か
ら
用
地
買
収
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
富
山
か
ら
太
閤
山
、
大
門
に
至
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
そ
の
用
地
跡
で
す
。

平
和
の
時
代
。
鉄
道
も
新
た
な
発
展
を
遂
げ
る
か
に
み
え
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
、

各
地
の
鉄
道
は
受
難
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
30
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
農
村
地
帯
に
も
自
動
車
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
高
度
成
長
の
時
代
を
迎
え
、

所
得
が
増
え
た
う
え
、
ご
く
普
通
の
家
庭
で
も
手
が
届
く
安
価
な
車
が
売
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
農
地
の
区

画
整
理
が
進
み
、
各
家
々
ま
で
農
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
金
銭
面
だ
け
で
な
く
、
車
を
持
て
る
イ
ン
フ
ラ
も
整
っ

た
の
で
す
。
普
及
に
一
気
に
拍
車
が
掛
か
り
ま
し
た
。

新
湊
経
由
で
海
沿
い
に
高
岡
と
富
山
を
結
ん
で
い
た
射
水
線
が
昭
和
41
年
（
1
9
6
6
）
、
富
山
新
港
建
設
の

駅
を
花
で
飾
っ
て
旅
客
誘
致
を

昭
和
55
年
（
1
9
8
0
）
４
月
に
開
催

さ
れ
た
と
な
み
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
に

併
せ
て
、
国
鉄
金
沢
鉄
道
管
理
局
が
、
城

端
線
を
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
（
常
花
線
）
と

す
る
全
国
初
の
試
み
を
ス
タ
ー
ト
。
駅
員

や
地
元
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、
前
年
10

月
中
旬
か
ら
各
駅
の
花
壇
に
花
苗
や
球
根

な
ど
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

城
端
駅
に
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
福
光

駅
に
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
福
野
駅
に
は
ツ
ツ

ジ
、
砺
波
、
油
田
両
駅
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
戸
出
駅
に
は
カ
ン
ナ
、
二
塚
駅
に
は

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
、
高
岡
駅
に
は
ア
ジ
サ
イ
。

無
人
駅
の
越
中
山
田
駅
に
も
ノ
ギ
ク
、
東

石
黒
駅
に
は
ユ
リ
や
サ
ザ
ン
カ
、
高
儀
、

東
野
尻
駅
に
は
ユ
リ
や
カ
ン
ナ
、
リ
ン
ド

ウ
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
、
林
駅
に
は
サ
ル
ス
ベ

リ
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、
沿
線
一
体
で
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
現
在
で
も
各
駅
に
は
季

「常花線」フラワーライン

節
折
々
の
花
が
咲
き
、
利
用
客
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

昭
和
55
年
４
月
27
日
、
フ
ラ
ワ
ー
ラ

イ
ン
の
完
成
を
祝
っ
て
記
念
乗
車
券
が
沿

線
各
駅
で
一
斉
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
0
枚
制
作
さ
れ
、
１
枚
1
0
0
円

で
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
８
駅
分
を
集
め
た

セ
ッ
ト
入
場
券
も
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
中

で
も
砺
波
駅
に
は
全
国
各
地
か
ら
予
約
が

殺
到
し
、
１
人
で

30
枚
予
約
し
た
人

も
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
に

併
せ
て
臨
時
列
車

「
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ

ン
号
」
も
運
行
さ

れ
、
多
く
の
観
光

客
が
常
花
線
を
訪

れ
ま
し
た
。

城端駅に停車するフラワーライン号（昭和61年） 記念乗車券

現在も城端駅にかかるフラワーラインのPR看板
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で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ス
は
渋
滞
や
雪
な
ど
の
天
候
に
よ
っ
て
定
時
運
行
が
難
し
い
う
え
、
鉄
道
に
比
べ

て
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
た
町
の
高
校
に
生
徒
が
集
ま
ら
な
く
な
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
ち
こ

ち
で
起
こ
り
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
で
、
南
砺
市
と
新
砺
波
市
が
発
足
、
か
つ
て
加
越
線
が
走
っ
て
い
た
庄
川
町
は
砺
波
市
に
、
井
波

町
、
福
野
町
は
南
砺
市
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
加
越
線
の
廃
線
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
合
併
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
活
力
が
削
が
れ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

加
越
線
廃
線
反
対
運
動
の
際
、
昭
和
の
大
合
併
で
誕
生
し
た
小
矢
部
市
で

は
、
加
越
線
し
か
鉄
道
が
通
ら
な
い
旧
砺
中
町
（
津
沢
町
）
と
、
北
陸
線
に

駅
を
持
つ
旧
石
動
町
と
の
間
で
温
度
差
が
目
立
ち
ま
し
た
。
住
民
自
治
の
観

点
か
ら
見
た
町
村
合
併
の
負
の
側
面
の
ひ
と
つ
で
す
。
旧
砺
中
町
の
声
は
市

全
体
の
意
見
と
は
な
ら
ず
、
廃
線
の
後
、
砺
波
女
子
高
校
（
現
・
と
な
み
野

高
校
）
が
入
学
志
願
者
の
減
少
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
女
子
高
生
が
闊
歩
し

た
津
沢
駅
前
の
写
真
な
ど
を
見
る
に
つ
け
、
往
時
の
に
ぎ
わ
い
と
の
違
い
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

最終営業日の加越線列車（昭和47年9月15日、庄川町駅）

た
め
、
越
ノ
潟
で
分
断
さ
れ
ま
す
。
鉄
道
よ
り
も
県
の
工
業
化
が
優
先
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
富
山
新
港
港
口
切

断
」
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
射
水
線
の
利
用
者
は
た
ち
ま
ち
半
分
に
な
り
ま
す
。

砺
波
地
方
で
は
昭
和
47
年
（
1
9
7
2
）
、
加
越
線
が
廃
線
と
な
り
ま
す
。
昭
和
30
年
代
か
ら
赤
字
経
営
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
代
に
入
り
沿
線
の
人
口
減
少
な
ど
で
乗
客
減
少
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

運
営
し
て
い
た
加
越
能
鉄
道
は
昭
和
45
年
（
1
9
7
0
）
に
廃
線
計
画
を
発
表
。
「
町
が
地
図
か
ら
消
え
る
」
と
い

う
ポ
ス
タ
ー
ま
で
張
ら
れ
る
な
ど
、
沿
線
各
地
で
激
し
い
存
続
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
２
年
で
代
替
バ

ス
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
昭
和
50
年
（
1
9
7
5
）
に
は
笹
津
線
（
南
富
山
―
地
鉄
笹
津
間
）
が
、
昭
和
55
年
（
1
9
8
0
）
に

は
射
水
線
の
東
側
（
新
港
東
口
―
新
富
山
間
）
が
廃
線
と
な
り
ま
す
。
西
側
（
高
岡
駅
前
―
越
ノ
潟
間
）
は
万
葉
線

と
し
て
残
り
ま
す
が
、
乗
客
の
減
少
が
続
き
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
歯
止
め
が
掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
各
地
で
鉄
道
や
路
面
電
車
の
価
値
を
見
直
す
動
き
が
盛

ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
国
民
皆
免
許
時
代
と
い
わ
れ
、
だ
れ
も

が
車
を
運
転
す
る
よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
高
齢
者
や
通
学
の

足
が
必
要
な
高
校
生
ら
に
と
っ
て
、
鉄
道
や
路
面
電
車
な
ど
公
共

交
通
機
関
は
不
可
欠
で
す
。

か
つ
て
、
鉄
道
の
廃
線
に
合
わ
せ
て
、
代
替
バ
ス
運
行
が
各
地

加越線廃止反対を訴えたポスター
（昭和47年）
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高
岡
商
工
資
本
家
た
ち
と
富
山
出
身
の
安
田
善
次
郎
ら
安
田
財
閥
の
手
に
渡
り
ま
し
た
。

大
矢
は
こ
の
責
任
を
取
っ
て
開
通
翌
年
の
明
治
31
年
（
1
8
9
8
）
、
社
長
を
辞
任
し
ま
す
が
、
役
員
と
し
て
は

会
社
に
残
り
、
こ
れ
以
上
、
無
理
な
投
資
を
す
れ
ば
、
経
営
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
し
て
、
伏
木
線
を
全
線
建
設
す

る
こ
と
に
反
対
し
ま
す
。
「
路
線
を
小
矢
部
川
河
畔
の
米
島
ま
で
と
し
、
伏
木
港
と
は
船
で
結
べ
ば
よ
い
」
「
北
陸

線
と
平
面
交
差
す
る
の
で
は
運
行
に
制
約
が
あ
り
、
伏
木
線
、
城
端
線
で
別
々
に
列
車
が
必
要
。
立
体
交
差
し
て
城

端
線
と
直
通
化
す
べ
き
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
が
、
伏
木
港
ま
で
の
建
設
を
優
先
す
る
高
岡
商
工
資
本
家
た
ち
の
反

対
で
、
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の

新
聞
に
は
、
経
営
改
革
案
が
何
度
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
明
治
35
年
（
1
9
0
2
）
、
自
ら
の
考

え
が
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
大
矢
は
持
ち
株
を
す
べ

て
売
却
。
中
越
鉄
道
と
決
別
し
、
政
治
活
動
に
力

を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
様
子
を
紹
介
し
た
文
章
に
は
、
伏
木
線

の
建
設
強
行
と
経
営
悪
化
を
大
矢
の
責
任
と
し
て

い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
実
際
は
既
に

大矢四郎兵衛

７
．
本
当
の
大
矢

近
年
の
具
体
的
な
資
料
研
究
か
ら
、
大
矢
が
な
ぜ
中
越
鉄
道
を
離
れ
た
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
「
莫
大
な
工
事
費
を
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
乗
客
は
少
な
く
、
経
営
が
火
の
車
と
な
り
全
財
産
を
投
げ

打
っ
て
北
海
道
に
渡
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
に
も
中
越
鉄
道
の
乗
客
数
は
当
初
か
ら
順
調
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

開
業
し
た
明
治
30
年
度
（
1
8
9
7
年
度
）
に
は
早
く
も
41
万
人
と
、
当
初
予
想
の
3
倍
近
く
、
旅
客
・
貨
物
の

収
入
も 

翌
31
年
度
（
1
8
9
8
年
度
）
に
は
予
想
の
1
・
3
倍
近
く
の
6
万
円
台
（
当
時
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
明
治
34
～
37
年
度
（
1
9
0
1
～
0
4
年
度
）
を
除
き
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
経
営
自
体
は
、
建
設
工
事
中
に
起
こ
っ
た
水
害
や
物
価
上
昇
で
膨
れ
上
が
っ
た
建
設
費
を
高
利
の
借

入
金
や
社
債
発
行
で
ま
か
な
っ
た
こ
と
で
、
利
息
の
支
払
い
が
営
業
利
益
を
食
い
つ
ぶ
し
、
か
な
り
苦
し
い
も
の

で
し
た
。

さ
ら
に
伏
木
港
ま
で
の
延
長
工
事
を
進
め
る
た
め
、
従
来
の
株
式
を
倍
額
（
1
株
50
円
→
1
0
0
円
）
に
し
て
、

そ
の
差
額
を
株
主
に
払
い
込
ま
せ
る
と
い
う
無
理
な
増
資
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
株
主
の
間
に
会
社
の
将
来
へ
の

不
安
が
広
が
り
、
株
価
は
暴
落
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
砺
波
地
方
の
地
主
た
ち
は
次
々
と
株
を
売
却
。
大
半
が



35 34

７．本当の大矢 

８
．
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
戦
争
へ

中
越
鉄
道
社
長
を
辞
め
た
大
矢
は
、
北
海
道
に
渡
っ
て
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
に
亡
く
な
る
ま
で
、
ど
の
よ
う

な
人
生
を
送
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

当
時
の
こ
と
を
記
し
た
年
譜
を
見
る
と
、
北
海
道
に
農
場
を
買
っ
て
か
ら
も
度
々
、
鷹
栖
村
に
帰
っ
て
、
地
域
の

役
職
に
就
い
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
事
に
関
わ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
小
沢
村
に
し
っ
か
り
腰
を
据
え
た
の
は
、

再
婚
し
た
明
治
37
年
（
1
9
0
4
）
、
47
歳
の
と
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
砺
波
中
学
設
置
に
奔
走
し

た
り
、
砺
波
鉄
道
の
相
談
役
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
福
野
駅
の
南
側
で
、
加
越
線
が
城
端
線
を
高
架
で
越
え
る

オ
ー
バ
ー
パ
ス
は
、
北
陸
線
に
よ
っ
て
中
越
鉄
道
の
線
路
が
高
岡
で
南
北
に
分
断
さ
れ
、
運
行
に
制
約
を
強
い
ら
れ

た
体
験
を
持
つ
大
矢
の
発
案
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
も
小
沢
村
の
農
会
長
を
務
め
る
な
ど
活
躍
し
、
地
元
・
国
富
鉱
山
の
煙
害
反
対
運
動
に
関
わ
り
ま
す
。

当
時
、
銅
を
精
錬
し
て
い
た
こ
の
鉱
山
か
ら
は
、
有
毒
な
亜
硫
酸
ガ
ス
の
煙
が
出
さ
れ
た
う
え
、
銅
を
含
ん
だ
坑
内

水
が
流
れ
出
し
、
農
作
物
や
人
畜
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
し
た
。
農
民
た
ち
を
何
と
か
救
お
う
と
困
難
な
運
動

を
続
け
る
の
で
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
富
山
県
内
で
書
か
れ
た
大
矢
に
関
す
る
資
料

に
は
ほ
と
ん
ど
出
て
き
ま
せ
ん
。

社
長
を
辞
め
て
お
り
、
一
役
員
の
立
場
か
ら
極
め
て
合
理
的
な
経
営
判
断
で
伏
木
線
建
設
に
反
対
、
懸
命
に
経
営
改

革
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
田
畑
の
ほ
と
ん
ど
を
売
り
払
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
越
鉄
道
の
経
営
資
料
に
は
資
金
な
ど
の

提
供
を
受
け
た
と
い
う
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。
創
業
時
の
中
越
鉄
道
に
詳
し
い
鉄
道
史
研
究
家
の
草
卓
人
さ
ん
（
立

山
町
）
は
、
「
県
政
、
国
政
に
活
躍
し
た
時
期
と
も
重
な
り
、
北
海
道
の
農
場
購
入
資
金
な
ど
、
鉄
道
以
外
の
別

の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
推
測
し
ま
す
。

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
周
囲
の

反
対
を
も
の
と
も
せ
ず
、
や
み
く
も

に
鉄
道
建
設
に
突
き
進
ん
だ
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
人
物
像
と
は
、
少
し

違
っ
た
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

大矢農場　北海道小沢村（現・共和町）
『祖父　大矢四郎兵衛を偲ぶ』より
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「
大
矢
像
」

　

鷹
栖
村
（
砺
波
市
鷹
栖
）
の
神
明
社
境
内
に
、
大
矢

四
郎
兵
衛
の
銅
像
が
あ
り
ま
す
。
御
影
石
製
の
立
派
な

台
座
の
上
に
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
た
高
さ
2
㍍

の
大
矢
が
立
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
35
年
（
1
9
6
0
）

に
作
ら
れ
た
2
代
目
で
、
最
初
の
像
は
昭
和
13
年

（
1
9
3
8
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
時
中
の
金

属
供
出
で
台
座
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
26
年

（
2
0
1
4
）
に
地
区
民
の
募
金
な
ど
で
、
台
座
な
ど

の
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
代
の
像
建
立
の
発
起
人
に
は
、
砺
波
地
方
の
政
財

界
有
志
が
ず
ら
り
と
名
前
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
正
面

の
銘
盤
「
従
六
位　

大
矢
四
郎
兵
衛
翁
之
像
」
の
揮
毫

は
、
憲
政
会
総
裁
で
総
理
大
臣
を
務
め
た
若
槻
禮
次
郎
。

功
績
を
紹
介
し
た
背
面
の
碑
文
は
「
憲
政
の
神
様
」
と

い
わ
れ
た
衆
院
議
員
、
尾
崎
行
雄
（
号
・
咢
堂
）
が
寄

せ
て
お
り
、
大
矢
が
い
か
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
人
物

で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

台座が改修された大矢四郎兵衛の銅像
（平成26年11月）

昭
和
13
年
（
1
9
3
8
）
に
鷹
栖
村
に
建
て
ら
れ
た
銅
像
に
は
、
「
憲
政
の
神
様
」
と
い
わ
れ
た
衆
院
議
員
、
尾
崎
行

雄
が
碑
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
同
様
で
す
。
昭
和
40
年
代
の
新
聞
記
事
に
、
亡
く
な
る
直
前
の
大
矢
を
訪
ね
た

人
が
「
炭
坑
の
会
社
と
争
っ
て
い
る
」
と
聞
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
程
度
で
す
。
砺
波
地
方
の
人
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
知
っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
を
書
き
残
さ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

当
時
、
日
本
は
日
清
、
日
露
の
戦
争
に
何
と
か
勝
利
。
明
治
維
新
以
降
の
藩
閥
政
治
が
政
党
政
治
に
変
わ
り
、
普

通
選
挙
が
導
入
さ
れ
、
社
会
運
動
が
活
発
化
す
る
な
ど
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
富
国
強
兵
を
目
指
す
国
策
の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ
た
鉱
山
開

発
に
異
議
を
唱
え
る
の
は
、
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
有
名
な
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
で
も
、

衆
院
議
員
を
務
め
た
田
中
正
造
が
天
皇
に
直
訴
す
る
な
ど
、
鉱
毒
流
出
防
止
と
被
害
農
民
救
済
の
運
動
を
続
け
ま
し

た
が
、
十
分
な
対
策
が
取
ら
れ
た
の
は
近
年
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
日
本
の
四
大
公
害
病
の
一
つ
と
い
わ

れ
た
富
山
県
の
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
で
も
、
補
償
問
題
の
解
決
ま
で
大
変
な
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

田
中
の
日
記
に
は
、
明
治
25
年
（
1
8
9
2
）
、
富
山
を
訪
れ
、
出
町
（
現
・
砺
波
市
）
で
演
説
会
を
行
っ
た
際

の
記
述
が
あ
り
、
そ
こ
で
会
っ
た
人
物
の
中
に
大
矢
の
名
前
も
見
え
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
大
矢
の
運
動
と
田
中

が
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

運
動
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
農
会
と
し
て
陳
情
書
を
監
督
官
庁
に
提
出
、
大
規
模
な
村
民
大
会
を
開
く

な
ど
し
ま
す
が
、
鉱
山
側
や
そ
れ
に
同
調
す
る
地
元
新
聞
な
ど
の
激
し
い
妨
害
に
遭
い
ま
す
。
農
会
は
分
裂
し
、
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スキーでジャンプする大矢敏範

よ
う
や
く
わ
ず
か
な
が
ら
の
補
償
金
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
度
は
鉱
山
側
が
何
の
説
明
も
な
く
、
鉱
山
を

廃
業
し
て
し
ま
い
ま
す
。
結
局
、
農
民
た
ち
は
さ
ら
に
少
な
い
補
償
金
で
我
慢
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
矢
は
運
動
の
結
末
を
見
な
い
ま
ま
補
償
金
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
昭
和
5
年

（
1
9
3
0
）
9
月
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
鉱
山
施
設
は
こ
っ
そ
り
と
別
の
会
社
に
売
り
渡
さ
れ
、
昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）
に
操
業
を
再
開
し
ま
す
。
再
び
鉱
毒
問
題
が
起
き
ま
す
が
、
戦
時
体
制
下
、
反
対
運
動
は
起
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
40
年
代
に
な
っ
て
、
鉱
毒
水
が
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
と
同
じ
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
米
問
題
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

大
矢
が
亡
く
な
っ
た
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
、
砺
波
地
方
で
は
流
血
騒
動
に
ま
で
発
展
し
た
反
対
運
動
、
い
わ

ゆ
る
庄
川
流
木
事
件
を
経
て
、
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
小
牧
ダ
ム
が
完
成
、
富
山
県
は
重
工
業
県
と
し
て
発
展
の
歩
み

を
速
め
ま
す
。
日
本
全
体
を
見
る
と
、
前
年
に
始
ま
っ
た
世
界
恐
慌
の
影
響
で
、
国
中
が
不
況
の
ま
っ
た
だ
中
で

し
た
。
翌
年
の
昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）
に
は
、
関
東
軍
が
満
州
を
武
力
占
領
し
た
満
州
事
変
が
起
き
、
欧
米
列
強

と
の
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
き
ま
す
。

2
年
後
の
昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）
、
『
蟹
工
船
』
で
知
ら
れ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
、
小
林
多
喜
二
が
治
安
維

持
法
で
逮
捕
さ
れ
、
獄
中
の
拷
問
で
亡
く
な
り
ま
す
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
が
既
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
告
げ

る
事
件
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
公
害
反
対
の
よ
う
な
社
会
運
動
や
理
想
を
語
る
こ
と
は
、
次
第
に
社
会
の
隅
に
追
い
や

ら
れ
て
い
き
、
日
本
は
戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。

「
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
競
技
」

　

日
の
丸
飛
行
隊
で
有
名
な
日
本
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

競
技
。
日
本
で
最
も
早
く
ジ
ャ
ン
プ
競
技
に
挑
戦
し
た

の
は
、
大
矢
の
三
男
、
敏
範
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス

キ
ー
史
の
研
究
論
文
な
ど
に
よ
る
と
、
敏
範
は
明
治
29
年

（
1
8
9
6
）、鷹
栖
村
生
ま
れ
。
8
歳
で
小
樽
に
転
居
し
、

旧
制
小
樽
中
学
在
学
の
こ
ろ
か
ら
自
作
の
ス
キ
ー
で
滑

り
始
め
、
北
海
道
大
学
ス
キ
ー
部
員
と
な
っ
た
大
正
3
年

（
1
9
1
4
）
ご
ろ
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
を
始
め
た
と
い
い
ま

す
。
こ
こ
で
後
に
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
会
長
と
な
る
木
原

均
（
日
本
学
士
院
会
員
、生
物
学
者
）
と
知
り
合
い
、ジ
ャ

ン
プ
の
技
術
、
理
論
な
ど
を
研
究
し
ま
し
た
。
敏
範
は
大

学
卒
業
後
、
千
葉
県
で
農
学
校
の
先
生
と
な
り
、
会
津
短

大
教
授
、
北
海
道
女
子
短
大
教
授
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
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１
．
新
幹
線
開
業
と
新
た
な
課
題

平
成
27
年
（
2
0
1
5
）
3
月
に
北
陸
新
幹
線
金
沢
―
長
野
間
が
開
通
し
、
新
高
岡
―
東
京
間
が
2
時
間
半
で
結

ば
れ
ま
し
た
。
昭
和
40
年
（
1
9
6
5
）
、
総
理
大
臣
の
佐
藤
栄
作
ら
が
出
席
し
て
金
沢
で
開
か
れ
た
「
一
日
内

閣
」
で
、
砺
波
商
工
会
議
所
会
頭
だ
っ
た
岩
川
毅
が
、
東
京
か
ら
富
山
、
金
沢
を
経
由
し
て
大
阪
に
至
る
北
回
り
新

幹
線
構
想
を
発
表
し
て
か
ら
半
世
紀
、
住
民
の
願
い
が
よ
う
や
く
実
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
上
越
新
幹
線
経

由
に
比
べ
、
所
要
時
間
が
１
時
間
以
上
短
縮
さ
れ
、
商
工
業
、
観
光
な
ど
県
西
部
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
端
線
、
氷
見
線
に
は
、
“
走
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
”
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
列
車
が
お
目
見
え
し
、
城
端
線

の
増
便
試
行
も
始
ま
り
ま
す
。
と
な
み
野
は
城
端
線
や
加
越
線
が
開
通
し
た
こ
ろ
と
同
じ
よ
う
な
交
通
の
新
時
代
を

迎
え
、
能
登
、
飛
騨
方
面
へ
の
玄
関
口
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
手
放
し
で
喜
べ
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
北
陸
新
幹
線
は
上
越
新
幹
線
な
ど
と
違

い
、
建
設
費
の
地
元
負
担
や
並
行
在
来
線
の
第
三
セ
ク
タ
ー
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
第

三
セ
ク
タ
ー
と
は
行
政
も
出
資
し
た
民
間
企
業
の
こ
と
で
、
新
幹
線
開
業
で
旅
客
が
減
る
北
陸
線
の
経
営
は
、
新
た

に
設
立
さ
れ
た
「
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
」
に
任
さ
れ
ま
し
た
。

中
越
鉄
道
（
現
・
城
端
線
、
氷
見
線
）
の
初
代
社
長
、
大
矢

四
郎
兵
衛
の
物
語
を
お
読
み
に
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
お
感
じ

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
鉄
道
建
設
に
心
血
を
注
ぎ
、
つ
い
に

は
北
海
道
に
渡
っ
た
大
矢
は
、
「
郷
土
発
展
の
偉
人
」
と
し
て

伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
北
海
道

で
も
人
び
と
の
幸
せ
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
「
と
て
も
ま
ね
が
で
き
な
い
」

と
思
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
も
し
あ
な
た
が
、
日
本
が
新
し
い
時
代
を
築
こ
う
と
全

力
で
走
り
始
め
た
あ
の
時
代
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
、
大
矢
の

よ
う
に
生
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
越
鉄
道
に
は
、
後
世
に
名
前
を
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
多
く
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

人
た
ち
も
、
こ
の
豊
か
な
と
な
み
野
を
つ
く
っ
た
大
切
な
偉

人
な
の
で
す
。
も
し
大
矢
に
な
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
一
人
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
美
し
い
山
と
海
を
＂
走
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＂
か
ら
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
北
陸
新
幹
線

金
沢
︱
長
野
間
開
業
に
合
わ

せ
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
城
端
線

と
氷
見
線
に
コ
ン
セ
プ
ト
列
車

を
運
行
し
ま
す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル

カ
ー
１
両
を
、
額
縁
風
の
大
型

窓
や
ゆ
っ
た
り
と
し
た
シ
ー
ト

を
備
え
た
特
別
車
両
に
改
造
。

年
間
１
０
０
日
程
度
、
運
行
し
ま
す
。

　

外
装
は
、
貴
婦
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
上
品

な
モ
ス
グ
リ
ー
ン
と
ゴ
ー
ル
ド
。
富
山
湾
か
ら

望
む
雄
大
な
立
山
連
峰
や
散
居
村
な
ど
の

景
観
を
、
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
城
端
線
の
増
便
試
行
も
行
わ
れ

ま
す
。
１
日
４
往
復
で
、
利
便
性
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新
幹
線
開
業
に
合
わ
せ
コ
ン
セ
プ
ト
列
車
を
運
行
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１．新幹線開業と新たな課題 

２
．
進
む
人
口
減
少

城
端
線
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
口
減
少
で
す
。

日
本
創
成
会
議
と
い
う
団
体
が
平
成
26
年
（
2
0
1
4
）
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
を
も
と

に
、
全
国
市
区
町
村
別
の
将
来
推
計
人
口
を
発
表
。
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
い
う
言
葉
が
大
変
話
題
を
呼
び
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
南
砺
市
の
総
人
口
は
、
平
成
22
年
（
2
0
1
0
）
に
5
万
4
7
2
4
人
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成

52
年
（
2
0
4
0
）
に
は
3
万
2
1
3
0
人
に
減
少
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
41
・
3
㌫
と
い
う
大
変
な
減
少
率
で

す
。
さ
ら
に
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
年
女
性
は
5
2
0
0
人
か
ら
2
0
2
6
人
と
61
・
0
㌫
も
減
少
。
女
性
が
減

れ
ば
、
当
然
子
供
の
数
も
減
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
人
口
推
移
が
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
砺
波
市
で
も
、
総
人
口
は
4
万
9
4
1
0
人
か
ら

4
万
1
2
4
3
人
と
16
・
5
㌫
、
若
年
女
性
は
5
5
8
8
人
か
ら
3
7
1
4
人
に
33
・
5
㌫
も
減
少
す
る
と
予
測
し

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
数
字
は
あ
く
ま
で
推
計
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
取
り
組
み
次
第
で
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
人
口
が
急
激
な
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
47
年
（
1
9
7
2
）
に
加
越
線
が
廃
線
と
な
っ
た
の
は
、
沿
線
人
口
減
少
と
マ
イ
カ
ー
普
及
に
よ
る
利
用

県
な
ど
自
治
体
が
支
援
す
る
と
は
い
え
経
営
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
当
然
、
運
賃
は
上
が
り
ま
す
。
城
端

線
利
用
客
の
中
に
も
北
陸
線
で
富
山
や
金
沢
方
面
に
通
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
新
高
岡
駅
に
城
端
線
の
新
駅
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
ダ
イ
ヤ
も
あ
る
程
度
、
新
幹
線
と
の
接
続
に

配
慮
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
区
間
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
通
勤
通
学
が
今
よ
り
不
便
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

J
R
西
日
本
が
経
営
す
る
北
陸
線
で
結
ば
れ
て
い
た
城
端
線
や
氷
見
線
、
高
山
線
、
七
尾
線
、
大
糸
線
な
ど
が
、

す
べ
て
飛
び
地
に
な
る
の
も
問
題
で
す
。
列
車
の
入
れ
替
え
や
職
員
の
や
り
繰
り
も
大
変
に
な
り
、
採
算
の
さ
ら

な
る
悪
化
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

現
在
の
鉄
道
事
業
法
は
路
線
廃
止
に
つ
い
て
、
加
越
線
の
こ
ろ
の
認
可
制
と
違
い
1
年
前
の
事
前
届
出
で
認
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
廃
線
が
話
題
に
上
る
よ
う
な
こ
と
は
、
何
と
し
て
で
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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２．進む人口減少 ２．進む人口減少 

も
し
城
端
線
が
な
く
な
っ
た
ら
、
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
の
は
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
で
す
。
現
在
、
砺

波
地
方
の
中
学
生
は
通
学
の
便
を
そ
れ
ほ
ど
心
配
せ
ず
、
自
ら
が
進
学
を
希
望
す
る
高
校
、
学
科
を
自
由
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
城
端
線
が
な
く
な
る
と
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
「
夢
を
か
な
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
家
族
に
と
っ
て
も
、
高
校
生
に
な
っ
た
子
供
を
毎
日
、
送
り
迎
え
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
、
大
変
な
負
担
で
す
。

車
に
乗
れ
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
大
切
な
生
活
の
足
で
す
。
路
線
バ
ス
で
は
、
停
留
所
に
ト
イ
レ
・
ベ
ン
チ

な
ど
が
な
い
、
雪
な
ど
の
天
候
で
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
や
す
い
な
ど
、
利
用
し
づ
ら
い
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

高
齢
者
が
急
速
に
増
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
鉄
道
の
重
要
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

鉄
道
は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
も
大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
地
図
を
見
る
と
き
、
ど
こ
に
目
が
行
く

で
し
ょ
う
か
。
今
で
こ
そ
新
幹
線
や
高
速
道
路
も
太
い
線
で
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て
は
白
と
黒

で
交
互
に
塗
ら
れ
た
鉄
道
が
最
も
太
い
線
で
し
た
。
人
が
集
い
、
旅
立
っ
て
い
く
駅
、
そ
し
て
駅
前
は
、
だ
れ
も
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
“
街
の
中
心
”
で
す
。
鉄
道
は
単
な
る
交
通
機
関
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
元
気
の
源
で

も
あ
る
の
で
す
。

者
減
少
な
ど
が
理
由
で
し
た
。
昭
和
40
年
（
1
9
6
5
）
に
3
2
7
万
人
を
記
録
し
た
旅
客
数
は
、
昭
和
43
年

（
1
9
6
8
）
に
は
3
0
0
万
人
に
減
り
、
以
後
、
減
少
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
30
年
代
か
ら
赤
字
続
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
強
い
反
対
の
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
画
発
表
か
ら
わ
ず
か
２
年
で
50
年
の
歴
史
を
閉
じ
ま

し
た
。

沿
線
（
小
矢
部
市
、
旧
福
野
町
、
旧
井
波
町
、
旧
庄
川
町
）
の
人

口
は
、
昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）
の
7
万
4
5
9
8
人
が
昭
和
43
年

（
1
9
6
8
）
の
7
万
0
8
9
5
人
に
と
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
減
少
は

な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
終
了
と
と
も
に
、

若
年
者
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
影
響
が
大
き
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

城
端
線
の
利
用
者
は
、
平
成
20
年
代
に
入
っ
て
や
や
増
え
た
と
は
い

え
、
昭
和
55
年
（
1
9
8
0
）
ご
ろ
に
比
べ
る
と
半
分
以
下
に
減
っ
て

い
ま
す
。
城
端
・
氷
見
線
活
性
化
推
進
協
議
会
の
資
料
に
よ
る
と
、

１
日
お
よ
そ
6
0
0
0
人
の
利
用
者
の
う
ち
7
割
が
通
学
の
高
校
生
で

す
。
人
口
減
少
に
よ
り
、
主
な
利
用
者
で
あ
る
高
校
生
が
減
れ
ば
、
加

越
線
の
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

利用促進を訴えるのぼり旗を製作（平成25年4月）
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３．ともに手を携えて
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取
の
気
風
に
あ
ふ
れ
た
先
人
た
ち
が
、
独
自
の
歴
史
文
化
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
散
居
村
景
観
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽

培
、
世
界
遺
産
の
合
掌
集
落
、
井
波
彫
刻
な
ど
の
伝
統
工
芸
…
。
古
里
へ
の
熱
い
思
い
を
乗
せ
た
城
端
線
が
県
内
に

先
駆
け
て
走
っ
た
の
も
、
ひ
と
つ
の
表
れ
で
し
ょ
う
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
日
常
生
活
に
根
付
き
、
住
み
よ
さ
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

そ
ん
な 

“
地
域
の
宝
”
に
光
を
当
て
、
住
む
人
が
自
信
を
持
っ
て
そ

の
魅
力
を
語
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
訪
れ
た
人
が
ぜ
ひ
住
み
た
い
と
思
っ
て

く
れ
る
は
ず
で
す
。
都
会
に
出
た
若
者
も
、
き
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
て
い
る
地
域
が
全
国
に
数
多
く

あ
り
ま
す
。

中
学
生
や
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
平
成
22
年
（
2
0
1
0
）
、
沿
線
の
高
校
生
た
ち
と
富
山
県
呉
西
地

区
公
共
交
通
再
生
研
究
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
が
協
力
し
て
、
存

続
の
必
要
性
と
活
性
化
策
を
訴
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
大
き
な
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。
高
校
生
の
視
点
で
通
学
に
便
利
な
運
行
ダ
イ
ヤ
を
提

案
し
、
実
現
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

城
端
線
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
は
、
古
里
の
将
来
を
ど
う
す
る
か
に
深
く

３
．
と
も
に
手
を
携
え
て

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
か
つ
て
加
越
線
が
廃
線
に
な
っ
た
の
は
、
乗
客
の
減
少
で
赤
字
が
か

さ
ん
だ
こ
と
で
し
た
。
と
な
れ
ば
、
城
端
線
を
守
る
最
も
近
道
は
乗
客
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
南
砺
市
は
城
端
線
と

市
営
バ
ス
と
の
連
携
に
つ
い
て
実
証
実
験
を
行
う
な
ど
し
て
、
バ
ス
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
に
努
め
て
き
た
ほ

か
、
城
端
駅
を
五
箇
山
、
飛
騨
方
面
へ
の
二
次
交
通
の
拠
点
に
し
よ
う
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
砺
波
市
は
砺
波
駅
南

に
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
方
式
の
駐
車
場
を
整
備
、
通
勤
客
な
ど
の
利
用
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
城
端
線
に
乗
っ
て

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
人
た
ち
に
特
典
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
た
り
、
運
賃
を
助
成
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
始
ま
り

ま
し
た
。

地
域
で
城
端
線
を
盛
り
上
げ
て
い
る
と
い
っ
た
ア
ピ
ー
ル
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
の
提
供
も
大
切
で
す
。

と
な
み
野
公
共
交
通
創
造
市
民
会
議
で
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ジ
ョ
ー
た
ん
の
ピ
ン

バ
ッ
ジ
を
つ
く
る
な
ど
し
て
、
利
用
促
進
と
活
性
化
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
砺
波
市
の
城
端
線
も
り
あ
げ
隊
も
活
発

に
活
動
。
住
民
が
駅
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は
、
観
光
資
源
の
開
発
や
特
産
品
づ
く
り
な
ど
で
地
域
を
元
気
に
し
て
、
外
か
ら
人
を
呼
び
込

む
よ
う
な
方
策
も
重
要
で
す
。
古
く
か
ら
豊
か
な
農
村
地
帯
が
広
が
っ
た
砺
波
地
方
で
は
、
真
宗
の
教
え
に
篤
く
進

沿線高校生もパネリストとして参加して城端線活性化を訴えたシンポジウム
（平成22年5月24日、福野文化創造センター ・ヘリオス）
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３．ともに手を携えて

　
　

が
ん
ば
れ
！
城
端
線　

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
住
む
と
な
み
野
は
、
私
た
ち
の
も
の
で
す
。
そ
の
私
た
ち
が
古
里
の
あ
る
べ
き

姿
を
考
え
、
そ
れ
を
目
指
し
て
歩
む
こ
と
は
、
私
た
ち
自
身
だ
け
で
な
く
、
子
や
孫
、
親
兄
弟
、
友
人
た
ち
の
幸
せ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
一
人
ひ
と
り
の
努
力
は
、
必
ず
し
も
報
わ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
矢

で
す
ら
、
北
海
道
で
煙
害
反
対
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
、
古
里
の
人
た
ち
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、
中
高
校
生
か
ら
一
般
ま
で
、
多
く
の
方
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
編
集
し
ま
し
た
。
だ
れ
も
が

古
里
の
た
め
に
す
べ
て
を
さ
さ
げ
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
を
幸
せ
に
生
き
る
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
未
来
へ
の
責
任
と
し
て
、
古
里
の
理
想
の
姿
を
求
め
自
ら
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
を
言

葉
に
し
て
仲
間
を
募
り
、
手
を
取
り
合
っ
て
わ
ず
か
ず
つ
か
ら
で
も
行
動
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
必
ず
素
晴
ら
し
い

古
里
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
城
端
線
の
汽
笛
と
と
も
に
。

参
考
文
献　

●
増
田
寛
也
編
著
『
地
方
消
滅　

東
京
一
極
集
中
が
招
く
人
口
急
減
』
中
公
新
書
（
2
0
1
4
年
）
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駅
は
、昭
和
40
年
代
中
ご
ろ
ま
で
、人
と
物
の
集
散
地
で
し
た
。

駅
周
辺
に
は
、
市
役
所
や
厚
生
病
院
・
砺
波
商
工
会
議
所
は
じ

め
警
察
署
・
税
務
署
・
裁
判
所
・
検
察
庁
・
登
記
所
・
県
総
合

庁
舎
・
公
共
職
業
安
定
所
・
労
働
基
準
監
督
署
の
諸
官
庁
が
立

地
し
、
出
町
・
林
・
鷹
栖
・
東
野
尻
の
農
業
倉
庫
や
貯
木
場
が

軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

町
の
商
店
の
お
客
さ
ん
は
、
駅
方
面
か
ら
来
て
、
帰
り
は
汽

車
か
バ
ス
に
乗
る
た
め
駅
に
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
荷
物
は
「
チ

ッ
キ
」
を
利
用
し
ま
し
た
。
駅
の
切
符
売
り
場
の
横
に
あ
る
「
小

荷
物
貨
物
取
扱
所
」
へ
送
り
に
行
っ
た
り
受
け
取
り
に
入
っ
た

り
、
駅
が
交
流
・
交
易
の
基
地
で
し
た
。

砺
波
駅
（
昭
和
29
年
改
称
）
が
改
築
さ
れ
る
前
の
出
町
駅
当

時
の
写
真
で
す
。

運
転
免
許
証
を
返
上
し
た
た
め
、
最
近
、
城
端
線
を
利
用
す

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
時
折
朝
夕
の
通
学
列
車
に
出
く
わ
す

こ
と
が
あ
り
、
ふ
と
自
分
の
学
生
時
代
の
列
車
の
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

砺
波
高
校
に
通
っ
て
い
た
頃
、
同
級
生
の
Ｈ
君
が
、
世
界
史

の
暗
記
は
、
こ
の
20
分
の
通
学
時
間
こ
そ
一
番
と
言
っ
て
教
科

書
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
高
岡
高
校
に
通
う
同
級
生
は
、
50

分
あ
ま
り
の
通
学
時
間
で
数
学
の
問
題
を
何
問
も
解
い
て
い
ま

し
た
。
な
る
ほ
ど
、
城
端
線
沿
線
か
ら
来
る
生
徒
は
成
績
も
上

位
ク
ラ
ス
と
い
う
通
説
は
、
車
内
の
集
中
学
習
が
そ
の
理
由
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
時
は
実
業
高
校
も
多
く
、
上
級
生
は
学
生
服
の
詰
襟
を
高

く
し
、
ラ
ッ
パ
ズ
ボ
ン
の
格
好
で
下
級
生
に
に
ら
み
を
利
か
せ

て
お
り
、
車
内
の
秩
序
も
保
た
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
検
札
中
の
車
掌
に
喫
煙
を
注
意
さ
れ
て
い
た
光
景
も

思
い
出
し
ま
す
。

昨
今
の
通
学
列
車
は
全
く
様
変
わ
り
し
、
教
科
書
を
開
く
生

徒
は
ほ
ん
の
一
握
り
で
、
み
な
ス
マ
ホ
に
夢
中
で
す
。
お
し
ゃ

べ
り
し
て
い
る
生
徒
も
見
か
け
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

ス
マ
ホ
で
同
級
生
同
士
会
話
し
て
い
る
の
が
一
般
的
な
よ
う
で

す
。
ス
マ
ホ
に
あ
ま
り
に
も
集
中
し
て
い
る
た
め
か
、
混
雑
時

に
乗
車
し
て
き
た
方
に
も
気
づ
か
ず
、
席
を
譲
る
気
配
も
な
く
、

傍
か
ら
見
る
と
困
っ
た
も
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

ワ
ン
マ
ン
運
行
の
た
め
か
、
車
内
が
混
ん
で
き
て
も
席
を
譲

り
あ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
な
く
、
あ
る
意
味
、
我
が
物
顔
と
い
っ

た
生
徒
が
見
ら
れ
ま
す
。
乗
車
マ
ナ
ー
向
上
と
い
う
こ
と
で
先

生
方
も
指
導
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
新
幹
線
開
業
後
、

観
光
で
来
ら
れ
た
お
客
様
も
増
え
る
中
、
も
し
こ
の
よ
う
な
通

学
列
車
に
出
く
わ
す
と
な
る
と
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
も
免
れ
ま
せ

ん
。
教
え
る
大
人
に
な
る
こ
と
が
、
大
切
で
す
。

と
な
み
野
公
共
交
通
創
造
市
民
会
議  

代
表  　

川 

合　

声 

一

　

砺
波
商
工
会
議
所  

専
務
理
事  　

渡 

辺　

昭 
洋

城
端
線
通
学
今
昔

人
も
物
も
、
駅
に
集
ま
り
駅
か
ら
発
っ
た
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「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
は
大
き
な
経
営
課
題
。
対
処
方
針
を

考
え
て
い
き
た
い
。」
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
社
長
が
発
言
し
た
の
が
、

平
成
22
年
３
月
。
そ
れ
は
、
城
端
線
な
ど
を
バ
ス
転
換
あ
る
い

は
廃
線
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

す
で
に
発
足
し
て
い
た
私
た
ち
の
会
で
は
、
何
と
か
城
端
線

を
Ｊ
Ｒ
で
運
営
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
利
用
客
の
減
少
に
歯
止

め
を
打
つ
対
策
に
奔
走
し
た
。
ま
ず
、
城
端
線
の
存
在
意
義
を

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
、
廃
線

に
な
っ
た
ら
地
域
は
ど
う
な
る

か
実
態
を
調
査
し
た
。
加
越
線

の
廃
線
時
に
高
校
生
が
綴
っ
た

『
加
越
線　

終
末
の
記
』
の
復
刻

版
を
作
製
し
、
配
布
し
た
。
ま

た
、「
城
端
線
が
地
図
か
ら
消

え
る
日
」
と
題
し
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ー
ム
を
、
高
校
生
主
体
で

実
施
し
た
。
自
分
た
ち
で
も
公
共
交
通
の
認
識
を
高
め
る
意
味

で
、県
内
公
共
交
通
乗
り
継
ぎ
忘
年
会
、万
葉
線
の
貸
切
納
涼
会
、

茨
城
の
ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
の
視
察
お
よ
び
同
鉄
道
応
援
団

と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
知
識
を

ベ
ー
ス
に
、
県
議
会
の
委
員
会
で
、
城
端
線
・
氷
見
線
の
直
通

化
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

市
内
に
お
い
て
は
、
城
端
線
の
利
便
性
確
保
の
た
め
、
環
状

快
速
バ
ス
の
実
証
実
験
、
南
砺
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
に
よ
る
城
端
線
の
利
用
促
進
、
終
着
駅
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
を
開

催
し
、
市
民
の
城
端
線
利
用
意
識
高
揚
に
努
め
た
。

私
た
ち
の
活
動
に
呼
応
し
て
、
南
砺
市
も
城
端
線
の
運
賃
補

助
な
ど
の
施
策
を
予
算
化
し
て
、
城
端
線
の
乗
車
促
進
に
取
組

む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
お
蔭
で
、
城
端
線
の
利
用
者
は
微
少

で
は
あ
る
が
、
平
成
21
年
を
ボ
ト
ム
に
し
て
右
肩
上
が
り
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
も
う
、
Ｊ
Ｒ
に
廃
線
だ
な
ん
て
言
わ
せ
な
い
。

が
ん
ば
れ
城
端
線
。

昭
和
20
年
４
月
、
東
京
は
連
日
の
大
空
襲
だ
っ
た
。
棟
方
志

功
一
家
の
疎
開
が
福
光
に
決
ま
っ
て
も
荷
物
が
発
送
で
き
な
い
。

大
切
に
し
て
い
た
民
芸
品
や
夥
し
い
板
木
は
灰
塵
に
帰
し
た
。

た
だ
例
外
は
新
文
展
（
後
の
日
展
）
で
特
選
と
な
っ
た
「
二
菩

薩
釈
迦
十
大
弟
子
」
の
５
枚
の
大
型
板
木
は
防
空
壕
の
仕
切
に

使
わ
れ
焼
け
残
っ
た
。
英
国
製
の
椅
子
の
当
て
板
に
な
っ
て
奇

跡
的
に
城
端
線
で
福
光
駅
へ
届
い
た
。　

こ
の
作
品
を
中
心
と
し
て
出
品
さ
れ
た
ス
イ
ス
・
ル
ガ
ノ
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
そ
し
て
昭
和
31

年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
、
国
際
版
画
大
賞
な

ど
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
総
な
め
に
し
て
、
い
ち
や
く
世
界
の
ム
ナ

カ
タ
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
最
悪
の
交
通
事
情
の
な
か
棟
方
一
家
の
縁
故

疎
開
は
、
４
人
の
子
ど
も
を
抱
え
荷
物
を
背
負
っ
た
チ
ヤ
夫
人

の
、
東
京
か
ら
城
端
線
・
福
光
駅
ま
で
の
旅
は
過
酷
な
も
の

だ
っ
た
。
途
中
乗
り
換
え
で
、
列
車
の
窓
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

乗
せ
る
な
ど
の
長
時
間
に
わ
た
る
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
。

旧
国
鉄
職
員
た
ち
が
棟
方
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
に
な
り
、
な
に

か
と
世
話
を
や
く
。
そ
の
お
礼
に
と
棟
方
は
「
無
事
」
と
い
う

力
強
い
書
を
揮
毫
し
届
け
る
。
長
ら
く
駅
長
の
頭
上
に
飾
ら
れ
、

駅
を
利
用
す
る
乗
客
に
と
っ

て
は
な
じ
み
が
深
い
。
現
在

は
、
福
光
美
術
館
に
寄
贈
を

受
け
、
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
に

し
て
、
駅
舎
に
懸
け
ら
れ
て

い
る
。
安
全
第
一
と
い
う
城

端
線
の
使
命
と
、
乗
降
客
へ

１
日
の
無
事
を
願
う
棟
方
志

功
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

南
砺
市
立
福
光
美
術
館
長  　

奥 

野  

達 

夫

富
山
県
呉
西
地
区
公
共
交
通
再
生
研
究
会  

会
長  　

安 

田　

賢 
治

棟
方
志
功
の
疎
開

廃
線
だ
な
ん
て
言
わ
せ
な
い



57 56

エッセー「がんばれ！城端線」 エッセー「がんばれ！城端線」

私
は
井
波
に
生
ま
れ
育
ち
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
城
端
線
と

の
関
わ
り
よ
り
も
加
越
線
の
方
が
強
か
っ
た
。
祖
母
の
姉
妹
が

津
沢
駅
の
真
ん
前
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
小
さ
な
頃
か

ら
よ
く
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
折
り
、
途
中
の
福
野

駅
で
城
端
線
を
走
る
蒸
気
機
関
車
が
停
車
し
て
い
る
の
を
見
か

け
、
近
く
で
見
よ
う
と
城
端
線
の
ホ
ー
ム
に
渡
り
、
そ
こ
で
自

分
の
背
丈
以
上
も
あ
る
車
輪
を
間
近
に
見
て
、
そ
の
大
き
さ
と

機
械
的
な
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

あ
の
大
き
な
汽
笛
音
と
噴
出
す
る
蒸
気
の
音
、
ド
ッ
ド
ッ
ド
と

黒
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
力
強
く
進
む
姿
、
後
に
残
っ
た
石
炭
煙

の
臭
い
。
懐
か
し
い
風
景
が
蘇
っ
て
く
る
。

今
で
は
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
無
い
限
り
蒸
気
機
関
車
を
見

る
こ
と
は
な
い
が
、
見
た
と
し
て
も
あ
の
感
情
は
起
き
て
こ
な

い
で
あ
ろ
う
。
小
さ
な
自
分
が
そ
こ
に
居
た
か
ら
の
思
い
出
で

あ
る
。

あ
ま
り
に
も
個
人
的
な
話
で
す
が
、
私
は
戦
後
生
ま
れ
の
団

塊
世
代
で
す
。
鷹
栖
の
砺
波
工
業
高
校
を
卒
業
し
、
数
年
砺
波

の
事
業
所
に
勤
め
た
後
、
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
高
校
へ
は
自

転
車
通
学
で
し
た
。
城
端
町
や
福
光
町
な
ど
か
ら
か
ら
は
多
く

の
校
友
達
が
城
端
線
で
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

か
っ
こ
い
い
な
と
思
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

城
端
線
で
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
小
学
生
の
時
に

高
岡
大
和
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ

た
こ
と
や
、
城
端
線
か
ら
氷
見
線
を
乗
り
継
ぎ
、
雨
晴
海
水
浴

場
に
行
っ
た
こ
と
な
ど
。
こ
れ
も
小
学
生
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
と

思
い
ま
す
が
、
雨
晴
駅
は
乗
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
す
る
と
、
バ
イ
ク
や
自
動
車
に
乗
り
始
め
、
城
端

線
を
利
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

私
の
家
業
は
、
砺
波
市
内
の
営
業
が
中
心
で
、
高
岡
や
富
山
へ

行
く
こ
と
は
数
カ
月
に
１
度
く
ら
い
。
東
京
に
は
10
年
に
１
度

く
ら
い
の
、
い
わ
ゆ
る
「
砺
波
原
住
民
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
富
山
で
お
酒
の
出
る
会
議
に
は
、
た
ま
に
城
端
線
と

北
陸
線
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
不
便
と
思
っ
て
い
た
電
車
も
、

案
外
利
用
価
値
が
あ
り
、
車
窓
か
ら
の
風
景
が
気
持
よ
く
感
じ

ま
す
。

も
う
60
歳
代
の
後
半
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
動
車
で
の
移
動

よ
り
も
気
分
的
に
合
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢

化
の
時
代
で
す
が
、
生
れ
て
か
ら
間
も
な
い
子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
死
が
近
い
老
人
た
ち
は
、
実
は
輪
廻
の
「
命
」
の
境
界

に
い
る
神
の
よ
う
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
と
老
人

の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
る
城
端
線
。
皆
さ
ん
に
城
端
線
に

注
目
し
て
い
た
だ
き
、
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

城端線100周年の記念列車 
（平成9年10月）

加越線 井波駅

N
P
O
法
人
砺
波
土
蔵
の
会  

理
事
長　

  

尾 

田  

武 

雄

N
P
O
法
人
心
泉
い
な
み  

理
事
長　

  

楠　
　

則 
夫

城
端
線
と
私

蒸
気
機
関
車
の
思
い
出



59 58

年表 エッセー「がんばれ！城端線」

城 端 線 年 表
元号 年 西暦 月日

明  

治

30 1897
5.4 中越鉄道黒田仮停車場・福野間（17.2km）開業（戸出・出町・福野

各駅開業）
  8.18 福野・福光間（5.33km）開業（福光駅開業）
10.31 福光・城端間（5.03km）開業（城端駅開業）

31 1898 1.2 高岡・黒田間（2.21km）開業（黒田駅廃止。現在の城端線全通）

32 1899
4.3 二塚駅開業

  5.30 高儀駅開業
33 1900 12.29 伏木・高岡間開通。油田駅開業
45 1912 4.4 伏木・島尾間開通

大  

正

元 1912   9.19 島尾・氷見間が完成（氷見線全通）
4 1915   7.21 砺波鉄道の福野・青島町間開業
9 1920 9.1 中越鉄道が国有化。伏木・高岡・城端間が中越線となる

11 1922   7.22 加越鉄道が福野・石動間開業
これにより石動・青島町間全通（後の加越能鉄道加越線）

昭  

和

12 1937   5.31 高岡・城端間、ガソリン動車運転開始
17 1942 8.1 高岡・城端間を城端線と改称。高岡・氷見間を氷見線と改称

26 1951
  5 ディーゼル動車運転開始
  8.10 東野尻・東石黒・越中山田各駅開業

29 1954 11.10 出町駅が砺波駅と改称
31 1956 11.19 林駅開業
40 1965   4.27 中越弁慶号が砺波市へ寄贈され、チューリップ公園で展示される

44 1969
  3.10 蒸気機関車廃止
  5.25 天皇・皇后両陛下の御召列車が運行される

47 1972
  4.26 快速列車運転開始（1日1往復）
  9.16 加越能鉄道加越線廃止

55 1980
  4 「フラワーライン」（常花線）としてPR
  9.30 一般貨物・荷物営業廃止

57 1982 11.14 鉄道郵便輸送廃止
58 1983 3.1 列車集中制御装置（CTC）運用開始
61 1986   4.20 砺波・城端各鉄道少年団が結成される

62 1987
4.1 国鉄分割民営化により、西日本旅客鉄道㈱城端線となる

越中山田、福野各鉄道少年団が結成される

平  

成

4 1992   3.14 ワンマン運転開始

9 1997 5.4 開通100周年（これに合わせ砺波市立砺波郷土資料館で
『城端線開通百年展』開催）

14 2002   3.23 快速列車廃止
16 2004   3.27 「忍者ハットリくん列車」運行開始

24 2012
10.14「あみたん列車」、11.5「チューリップ列車」、
12.10「NANTO君列車」各運行開始

27 2015   3.14 新高岡駅開業

昭
和
47
年
（
1
9
7
2
）
９
月
、
砺
波
地
方
を
横
軸
に
結
ん

で
い
た
一
本
の
ロ
ー
カ
ル
私
鉄
が
静
か
に
営
業
を
終
え
た
。
石

動
・
津
沢
・
福
野
・
井
波
を
経
由
し
て
庄
川
町
に
到
る
、
加
越

線
で
あ
る
。

同
線
が
廃
線
と
な
っ
て
40
年
を
迎
え
た
平
成
24
年（
2
0
1
2
）、

こ
の
鉄
道
の
記
憶
の
風
化
を
恐
れ
、
ま
た
資
料
の
散
逸
を
防
ぎ
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
仲
間
を
募
っ
て
「
加
越
線
資
料
保
存
会
」
を

結
成
し
、
沿
線
各
地
で
展
覧
会
や
歴
史
を
伝
え
る
企
画
を
続
け

て
き
た
。
当
時
を
知
る
地
元
の
方
々
か
ら
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

伺
う
う
ち
に
、
今
も
み
な
さ
ん
の
心
の
中
で
加
越
線
が
走
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

平
成
23
年
（
2
0
1
1
）
の
秋
、
城
端
線
の
将
来
を
真
剣
に
考

え
る
集
ま
り
が
、
南
砺
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
、

富
山
県
呉
西
地
区
公
共
交
通
再
生
研
究
会
に
入
会
し
た
。
同
会
の

活
動
の
中
か
ら
、
加
越
線
の
教
訓
を
城
端
線
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
訴
え
、
翌
24
年
（
2
0
1
2
）
の
夏
、
廃
線
当
時

高
校
生
２
人
が
ま
と
め
た
記
録
『
加
越
線　

終
末
の
記
』
の
復
刻
に

こ
ぎ
つ
け
、
加
越
線
を
振
り
返
る
輪
も
大
き
く
広
が
っ
て
い
っ
た
。

ま
さ
に
今
、
そ
の
加
越
線
廃
線
の
教
訓
を
生
か
す
時
が
訪
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
乗
客
減
を
大
き
な
理
由
に
掲
げ
、部
分
廃
線
、

そ
し
て
全
線
廃
線
が
さ
さ
や
か
れ
始
め
て
い
る
。
い
っ
た
ん
廃

線
に
な
る
と
、
そ
の
復
活
に
は
多
大
な
費
用
と
何
よ
り
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
と
な
る
。

城
端
線
が
無
く
な
っ
た
場
合
、
一
番
困
る
の
は
私
た
ち
30
代

後
半
か
ら
40
代
に
か
け
て
の
世
代
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
通

学
、
歳
を
重
ね
て
か
ら
の
移
動
手
段
の
喪
失
…
。
見
え
な
い
経

済
損
失
は
計
り
知
れ
な
い
。

マ
イ
カ
ー
生
活
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
た
私
た
ち
だ
が
、月
一
回
、

半
年
に
一
回
、
年
一
回
で
も
い
い
、
城
端
線
に
乗
る
こ
と
を
提
唱

し
た
い
。
想
像
以
上
に
便
利
で
、「
楽
し
い
」
も
の
だ
か
ら
…
。

加
越
線
資
料
保
存
会  　

木 

本  

尚 

志

加
越
線
の
想
い
を
も
う
一
度
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城端線 14 駅紹介 城端線 14 駅紹介

昭和47年まで加越線が接
続。 井波、庄川、津沢、
石動などを結ぶ交通の要衝
だった。県内最古の駅舎
で、砺波地方で収穫された
米が多く発送された。

福  野

南砺市福野（松原新）1767番地

F u k u n o

昭和62年、無人駅として
は全国初の鉄道少年団が
結成され、話題となった。
現在も近くの小学6年生
が、日曜に清掃奉仕活動
を続けている。

越中山田

南砺市竹林586番地

Etchū-Yamada

開設当時は「出町（でまち）」
だったが、昭和29年に現
駅名に改称。平成10年に
は富山県内初の橋上駅舎
として改築され、待合室に
は学習スペースもある。

砺  波

砺波市表町1番地

To n am i

昭和4年ごろから駅設置の
要望が出されていたが、26
年になってようやく設置され
た。花壇にはユリやサザン
カが植えられ、色とりどりの
美しい花が咲く。

東 石 黒

南砺市下吉江2683番地2

Higashiishiguro

昭和58年に山荘風の近代
的な駅舎に改築された。駅
前広場は「ドリーミング・ス
ペース」と名付けられ、福
光ゆかりの作家の壁画やモ
ニュメントがある。

福  光

南砺市荒木5327番地

F u k um i t s u

飛騨地方への二次交通の
拠点。大正時代には、五
箇山への延伸も計画され
た。駅正面の看板は、昭和
44年設置（当時7万円）。
標高123.4m。

城  端

南砺市是安385番地

J ō h a n a

昭和26年、地元からの強
い要望で開設されたことか
ら、住民の愛着は強い。
朝晩は砺波工業高校の生
徒でにぎわう。

東 野 尻

砺波市苗加4162番地

Higashinoj i r i

住所は南砺市となっている
が、旧野尻村(現南砺市)
と旧東野尻村(現砺波市)
の有志の出資で開設された
ことから、敷地は砺波市に
もまたがる。

高  儀

南砺市川除新879番地2

Ta k a g i

城端線は旧駅舎反対側の
南端にあるホームで発着す
るが、最初に作られたこと
から1・2番線となっている。
以前は氷見線へ乗り入れて
いたこともあった。

高  岡

高岡市下関町6番1号

Ta k a o k a

昭和53年、北陸新幹線の
新高岡駅設置決定後、こ
の駅近くに新幹線駅が設
置されることも検討された。
ホームは短く、最高4両編
成しか停まれない。

林

高岡市東藤平蔵240番地

H a y a s h i

北陸新幹線の接続駅とし
て、約60年ぶりにつくられ
た新駅。開業当初、終点
だった黒田仮駅は、すぐ近
くにあった。

新 高 岡

高岡市下黒田1872番地

Shin-Takaoka

ＪＲ貨物職員が常駐し、近
くの製紙会社へ引込線が
伸びる。開業当初の駅名
の読みは「ふたづか」で、
場所も現在地とは異なって
いた。

二  塚

高岡市二塚2209番地

F u t a t s u k a

中越鉄道開業時、蒸気機
関車の部品が駅横を流れ
る千保川を船で運ばれ、こ
こで組み立てられた。夏に
なると駅前に大きな七夕が
飾られる。

戸  出

高岡市戸出2丁目4番1号

To i d e

駅前にある酒造会社の引
込線から多くの製品が運
ばれ、戦後間もなくは焼
酎醸造用に大量のサツマ
イモを積んだ貨車が到着
していた。

油  田  

砺波市三郎丸3010番1号

A b u r a d e n

城
端
線
14
駅
紹
介

四
季
折
々
の
花
々
が
咲
き
乱
れ
る
常
花
線
（
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
）

の
各
駅
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
先
人
た
ち
の
熱
い
思
い
が
こ
も
っ
た

大
切
な
物
語
が
あ
り
ま
す
。
今
も
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
そ
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。駅には、

いろんな物語が
あるんだね！
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あとがき あとがき

自
ら
調
べ
た
こ
と
を
発
表
す
る
こ
と
も
、
自
分
が
孫
で
あ
る
こ
と
を
話
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
兄
の

喜
多
文
一
郎
さ
ん
が
ま
と
め
た
「
祖
父　

大
矢
四
郎
兵
衛
を
偲
ぶ
」
に
も
、
中
越
鉄
道
社
内
の
対
立
や
北
海
道
で
の

煙
害
反
対
運
動
な
ど
、
大
変
な
苦
労
を
し
て
調
べ
た
本
当
の
姿
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

古
く
か
ら
豊
か
な
農
村
地
帯
が
広
が
る
と
な
み
野
は
、
現
世
利
益
を
求
め
な
い
真
宗
の
伝
統
と
あ
い
ま
っ
て
、

穏
や
か
で
勤
労
を
尊
び
、
学
術
、
文
化
芸
術
を
愛
す
る
気
風
が
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
古
里
を
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
、
「
土
徳
の
里
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
地
に
住
む
人
た
ち
が
、
自
ら
が
信
じ
る
ひ
と
つ
の
理
想
の
生
き
方
を
無
意
識

の
う
ち
に
苦
難
の
鉄
道
建
設
の
物
語
に
託
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
大
矢
様
の

よ
う
に
生
き
た
い
」
。
森
井
さ
ん
は
、
そ
ん
な
夢
を
そ
っ
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
校
時
代
の
先
輩
が
加
越
線
廃
線
の
日
の
様
子
を
記
し
た
『
加
越
線　

終
末
の
記
』
を
平
成
24
年
（
2
0
1
2
）
、

有
志
の
皆
さ
ん
に
復
刻
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
多
く
の
方
々
と
と
も
に
、
大
矢
の
生
涯
を
伝
え
城
端
線

の
存
続
を
願
う
冊
子
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
ご
縁
に
た
だ
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

N
P
O
法
人
砺
波
土
蔵
の
会  　

須 

摩  

孝 

一

あ
と
が
き
に
代
え
て

城
端
線
で
通
学
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
郷
土
学
習
の
冊
子
で
読
ん
だ
大
矢
四
郎
兵
衛
は
と
て
も
身
近
で
し
た
。

当
時
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
引
か
れ
た
客
車
は
、
ほ
と
ん
ど
が
鋼
体
改
造
さ
れ
た
戦
前
の
元
木
造
車
両
で
、

背
も
た
れ
は
直
立
し
た
板
張
り
。
ぼ
ん
や
り
と
グ
ロ
ー
ブ
電
球
が
点
り
、
カ
ー
ブ
に
な
る
と
台
車
が
軋
む
ギ
ギ
ギ
と

い
う
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
薄
暗
い
車
内
で
「
鉄
道
に
す
べ
て
を
さ
さ
げ
た
郷
土
の
偉
人
」
と
い
う
物
語
を

思
い
な
が
ら
、
検
札
の
車
掌
が
今
に
も
帽
子
を
恭
し
く
差
し
出
す
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
想
像
に
か
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。

砺
波
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
孫
の
森
井
覚
五
郎
さ
ん
と
知
り
合
い
ま
し
た
。
い
つ
も
原
付
バ
イ
ク
で

大
矢
の
足
跡
を
辿
っ
て
い
た
森
井
さ
ん
と
、
エ
ア
コ
ン
も
な
い
古
い
社
有
車
で
、
休
日
ご
と
に
あ
ち
こ
ち
回
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
古
里
へ
の
熱
い
思
い
、
そ
し
て
地
主
で
あ
り
な
が
ら
小
作
人
の
権
利
向
上
に
尽
く
す
な
ど
、

理
想
を
追
い
求
め
た
大
矢
の
姿
を
、
と
て
も
ま
ぶ
し
く
感
じ
た
も
の
で
す
。

こ
の
冊
子
の
基
に
な
っ
た
資
料
の
多
く
は
、
当
時
、
森
井
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
が
、
森
井
さ
ん
は
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　平成24年（2012）6月に、砺波地方の市民団体、自治体、商工団体が、
JR城端線の活性化、マイレール意識醸成などを目指して設立。利用促進を
訴えるパンフレット「みんなの城端線」制作と配布、マスコットキャラクター
「ジョーたん」のピンバッジ頒布、のぼり旗、懸垂幕の作成などの活動を
行ってきた。
　活動資金には、ピンバッジ頒布代金、構成団体からの協賛金などを充てたほか、
協賛団体の北陸銀行に城端線応援定期預金募集などの協力をいただいた。
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　　　　　富山県呉西地区公共交通再生研究会、NPO法人心泉いなみ、
　　　　　NPO法人砺波土蔵の会、北日本新聞社
協賛団体／北陸銀行
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※この冊子は、となみ野公共交通創造市民会議のホームページ
　http://tonamino.jp/johanasen/ でも読むことができます。
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